
平成30年度第3次小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅢ）推進状況報告 資料１（2019/6/3作成）

◆女性区長の数
　４名/１２９名（前年度比： -３名）
◆地域協議会における女性役員の数
　《篠岡小学校区地域協議会》《小牧原小学校区地域協議会》
　　女性役員　　１名/９名　　　　　女性役員　　３名/１８名
　《大城小学校区地域協議会》《本庄小学校区地域協議会》
　　女性役員　　２名/５名　　　　　女性役員　　２名/ ６名

◆自治会（区）役員における女性の参画状況について把握し
た。
　 自治会によって役員の種類や数が様々であることや役員
の中には本人以外の家族が役割を担っている事例もあること
から、女性の自治会役員への登用について把握することが難
しい状況であることがわかった。
　 自治会は地域が主体となり、自主的な運営がされる組織で
あること、また、男女問わず、地域の役員選出に苦慮している
自治会もあることから現状として、市が自治会に対し、役員の
登用について指導することは望ましくない。

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

事業費

施策の方向

1
政策・方針決定の場における

男女共同参画の推進

0

具
体
的
施
策

①審議会等での男女共同参画の推進

数値目標 所管課

審議会等附属
機関への女性

登用率
まなび創造館

（千円）

予算(H31）

基準値（H25）

28.1（％）

H30実績

◆女性の人材育成と発掘に努める。
◆女性人材バンク登録者の活用を促すとと
もに、引き続き、女性人材バンクの充実に
努め、新規登録者数を数値目標に設定す
る。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆女性人材バンクの登録者についても高齢化がいなめない。審議会によっては、世代交代を
図るようなものもあり、登録者の若返りも必要である。平成30年度は、講座の講師や講座受講
者にも登録を呼びかけることにより、人材の確保に努められたため、引き続き、平成31年度も
呼びかけを行うこととする。

男女共同参画
の視点

各種審議会等に女性委員の積極的な
登用を図り、女性がいない委員会等を
解消するとともに、女性の参画比率が
2021年（平成33年）を目標年度に33％
を達成できるよう努めます。

決算（H30見込） 28.0%

0

H31目標（実績） H30

30.0% C・E

目標値（H33） H31

33.0（％） C・E

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

事業費

施策の方向

1
政策・方針決定の場における

男女共同参画の促進

0

具
体
的
施
策

②女性の人材の育成と能力開発

数値目標 所管課

女性人材バン
クの新規登録

者数
まなび創造館

（千円）

予算(H31）

基準値（H29）

1(人)

H30実績

◆各課からの審議会委員等の選任の依頼を受け、女性人材バンク登録者から推薦をしてい
る。また、さまざまな分野において活躍している人材を女性人材バンクに登録するよう努めた。
  平成30年度（平成31年3月31日現在）39人
　平成30年度新規登録者　6人
　平成30年4月1日現在女性人材バンク登録者内審議会委員　15人

男女共同参画
の視点

市の各種審議会等に参画できる女性の
人材の育成と発掘、幅広い分野への女
性の社会参画を図るため、女性人材バ
ンクの活用を促進し、多様な人材の確
保に努めます。

決算（H30見込） 6

0

H31目標（実績） H30

5 A

目標値（H33） H31

2(人)→5 A

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

0

重点目標

地区会長会（６地区の代表区長で構成される
会議）において、自治会活動における女性の
参画状況や課題等について意見交換を行い、
区長会として実施できる啓発方法を検討する。

具
体
的
施
策

①地域活動等における
男女共同参画の促進

H30年度 重点目標取組内容実績

数値目標 所管課

新区長選任と併せて、自治会（区）役員
における女性登用状況を調査する。

自治会（区）役員における女性登用率の向
上

自治会（区）役
員における女性
登用状況を調査
したところ、男女
を問わず、役員
自体を確保する
ことが難しい現
状であった。そ
のため、具体的
な数値目標を設
定することが難し
い状況にある
が、女性登用率
向上のための働
きかけを検討し、
区に働き掛けて
いく。

協働推進課

（千円）

予算(H31）

平成31年度 重点目標取組内容

◆自治会役員に女性を登用している区の割合
　・副区長　16.3％（２１区/１２９区）
　・会　計　 16.3％（２１区/１２９区）
　・書　記　 10.9％（１４区/１２９区）
　・総　務　   4.7％（  ６区/１２９区）
◆各役員総数に対する女性役員の割合
　・副区長　17.3％（２８名/１６２名）
　・会　計　 22.3％（２３名/１０３名）
　・書　記　 26.9％（１８名/　６７名）
　・総　務　 27.3％（　６名/　２２名）

男女共同参画
の視点

地域活動等の方針決定の場に女性が
参画できるよう、女性の役員登用を積
極的に行うよう働きかけます。

H30年度実績評価・31年度の課題等

決算（H30見込） H31年度 実施予定事業

0

◆自治会活動マニュアル（平成31年度版）
等を活用して女性登用について啓発を行
う。

H30

B・F

H31

B・F

H30年度事業実績

◆審議会等の改選時における女性委員の推薦について、全課を対象に小牧市女性人材バン
クの積極的な活用を促し、女性委員の登用について働きかけた。（平成30年6月,平成31年3月）
 【審議会】　　　　　　  30年度          29年度　　　　　28年度　　(4月1日現在）
　　女性委員　　　　　　190人　　　　　181人　　　　　　217人
　　総委員　　　 　　　　678人　　　　　668人　　　　　　821人
　　女性委員比率　　28.02％　　　　27.10％　　　　　26.43％
 【行政委員会】　　　　30年度　 　　 　29年度　　　　　28年度
　　女性委員　　　　　　　5人　　 　　　　 3人　　　　 　　　3人
　　総委員　　　 　　　 　33人　　　　　　38人　　　　　　　38人
　　女性委員比率　   15.15％　　　　　7.89％　　 　　 　7.89％

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆委員の改選時期となる3月に女性委員の登用を働きかけた。
◆年1回の働きかけでは、現状は変わらないと考えられたため、H30年度は6月にも働きかけ
た。女性人材バンクを活用しやすいよう、工夫する。

◆引き続き、女性人材バンクを周知し、利
用を促すとともに、登録人員の充実を図り、
女性委員0の審議会等の減少や重複委員
の減少に努める。

H30年度事業実績 H31年度 実施予定事業

H31年度 実施予定事業
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H30年度事業実績

◆まなびあいやふれあいの活動を通じたささえあいの地域づくりを推進し、市内66区で活動が
行われた。各区の役員982名のうち、393名の女性役員が活動した。

H30年度事業実績

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

所管課

―

生涯学習課

基準値

―

地域3あい
事業:
11,910

具
体
的
施
策

①地域活動等における
男女共同参画の促進 H30実績 男女共同参画

の視点

地域活動等の方針決定の場に女性が
参画できるよう、女性の役員登用を積
極的に行うよう働きかけます。

決算（H30見込） ―

地域3あい
事業:
11,037

◆まなびあいやふれあいの活動を通じた地
域づくりを推進する。

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

H31目標（実績） H30

― B・F

目標値（H33） H31

― B・F

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

①地域活動等における
男女共同参画の促進

◆女性問題の解決と女性の地位向上についての推進を図るため、ウィメンズネットこまきに女
性活動推進事業を委託し、事業を実施した。
・男女共同参画フォーラム in こまき＆ワイワイっとまつり（256人、406人参加）
・先進地視察研修会（ウィメンズネットこまき28人参加、いなざわウィルネット15人参加・稲沢市
役所）
・グループ企画研修会（4回開催　45人・90人･43人･41人参加）
・ウィメンズネットこまき研修会（1回開催）
・情報誌Windの発行（2回発行）
※普及員項目についてはⅢ-１-①へ移動

H30実績

所管課

ウィメンズネット
こまきの加入団

体数
まなび創造館

基準値（H25）

14（団体）

男女共同参画
の視点

地域活動等の方針決定の場に女性が
参画できるよう、女性の役員登用を積
極的に行うよう働きかけます。

決算（H30見込） １２（団体）

女性活動
推進事業：

2,559

H31目標（実績） H30

１２（団体） E

目標値（H33）

17（団体）

具
体
的
施
策

②団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

H31

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標 所管課

E

施策の方向 （千円）

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

予算(H31）
―

基準値

具
体
的
施
策

福祉総務課

子どもから高齢者まで、男女がともにボ
ランティア活動等の地域活動に参加で
きる環境づくりに努めます。

決算（H30見込） ―

ボランティ
ア活動等
助成事業
9,000千円

H31目標（実績）

◆地域のボランティアの強化・育成・ネットワーク拡充
・ボランティア連絡会（代表者会：2回、地区合同：2回）
・ボランティアリーダースクール（1回、参加者48名）
・ボランティア勉強会（3回、参加者90名）
・ジュニア奉仕団活動294件、ココボラ活動件数120件
・災害ボランティア支援センター立上げ訓練（参加者163名）
◆福祉教育活動の推進
・福祉実践教室の開催（参加者：16校、児童・生徒1,660人、ボラ251人）高齢者疑似体験、車イ
ス体験など
・中高生福祉体験学習（参加者91名）

◆引き続き、地域福祉推進に必要なボラン
ティア活動環境を整備する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

―

H30

― B

目標値（H33） H31

H30実績 男女共同参画
の視点

― B

H30年度実績評価・31年度の課題等

平成30年度は約40％の女性役員に地域活動に携わってもらうことができた。引き続き男女が
参加しやすい環境づくりに努める。

H30年度事業実績

◆引き続き、女性問題の解決と女性の地位
向上についての推進を図るため、ウィメンズ
ネットこまきに女性活動推進事業を委託し、
事業を実施する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆構成員が子育て期の若い団体の加入があった。一方、団体構成員の高齢化に伴い、活動が
停滞する団体があり、減少した。今後も、活動が停滞する団体が多く、加入団体は減少すると
考えられる。
◆加入団体を増やすために、加入しやすいネットワークづくりに取り組んでいく。また、ＨＰやＦＢ
を使い、構成員の若い団体の目にとまりやすくし、加入につながるように工夫していく。

予算(H31）

女性活動
推進事業：

2,961

予算(H31）

社会福協議会ボランティアセンターに登録している団体の支援及び学校からの協力により福祉
活動の啓発・意識醸成を図る機会を持つことができた。
今後も、地域福祉活動、ボランティア活動を行うきっかけとなる機会の提供と継続するための支
援を進めていく必要がある。

ボランティ
ア活動等
助成事業
9,600千円
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基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

所管課

―

生涯学習課

基準値

―

具
体
的
施
策

②団体・グループ活動における
男女共同参画の促進 H30実績 男女共同参画

の視点

子どもから高齢者まで、男女がともにボ
ランティア活動等の地域活動に参加で
きる環境づくりに努めます。

決算（H30見込） ―

地域3あい
事業:
11,037

H31目標（実績） H30

― B・D・F

目標値（H33） H31

― B・D・F

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

防災減災
教育支援
協働事業：

1,120

具
体
的
施
策

③防災等の場における
男女共同参画の推進

地域での自助、共助能力向上と防災意
識の高揚を図るため、男女共同参画の
視点にたった事業の継続、発展に努め
ます。

数値目標 所管課

小牧防災リーダー会との協働事業で開催す
る講座について、女性の参加を促し、女性
の視点を取り入れた防災体制を構築できる
ように働きかける。

小牧防災リー
ダー会との協
働事業で開催
する講座に参
加した女性の

割合
危機管理課

平成31年度 重点目標取組内容

各種防災訓練を実施する際に、女性の視点を取り入
れた避難所運営等を実施することが重要であることを
説明し、地元区において防災に関するイベントや打合
せがある際には女性に積極的に参加するよう呼び掛け
る。

基準値（H28）

20（%）

男女共同参画
の視点H30年度実績評価・31年度の課題等

各種防災訓練を実施する際に、女性の
視点を取り入れた避難所運営等を実施
することが重要であることを説明し、地元
区において防災に関するイベントや打
合せがある際には女性に積極的に参加
するよう呼び掛ける。

◆小牧防災リーダー会との協働事業で開催する講座
にて引き続き、防災意識の啓発支援を行った。
◆小中学校、各自主防災会等を対象に、全42回の講
座を実施。
平成30年度実績 42回
（内訳）自主防災会など 37回     小・中学校5回
（内容）避難所運営ゲームＨＵＧ 5団体、災害図上訓
練ＤＩＧ 2団体、非常持出品ゲーム 10団体、家具固定
講座 3団体、防災講話 12団体、その他 10団体H30年度 重点目標取組内容実績

H31年度 実施予定事業 38（%）決算（H30見込）

◆平成30年度の各種防災訓練への女性の参加率が
38%であった。平成31年度も継続して女性の視点が必
要であることを説明し、防災に関するイベントに女性
に積極的に参加してもらうよう働きかけを行う。

50（%） D・F

施策の方向 （千円）

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

予算(H31）

各種防災訓練に女性の参加を促し、各
自主防災会等において女性の視点を取
り入れた防災体制を構築できるように、
運営班へ女性委員の選出を促すなど働
きかけた。

H30実績

H31目標（実績） H30

40（%） D・F

目標値（H33） H31

基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

H30年度 重点目標取組内容実績

小学校区単位での訓練の取り組みは、
市内１６小学校に対して１５校の小学校
区で実施された。年度当初の目標に大
きく前進することができた。

数値目標 所管課

前年度検討したものを実践し、自助・共
助の意識を持って訓練に参加できる環
境づくりを推進する。
小学校区単位での地区防災訓練の実
施を継続して推進する。

平成30年度は、市内１２９自主防災会のうち１20自主
防災会で地区防災訓練が実施され参加者は5，002
人、うち女性が2,245人（44.9％）にのぼった。
また、平成３０年も引き続き、指導者として女性消防
団員も男性消防団員と同様に参加し、指導者として必
要な知識の習得のため、定期的に消防職員による訓
練会を実施した。

各地区、小学校区単位で実施される地区防
災訓練に男女を問わず多くの市民が参加で
きる状態にする。

地区防災訓練
実施に伴う女
性の参加率

消防総務課
平成31年度 重点目標取組内容

自助・共助の意識を持って訓練に参加できていたか検証を
する。男女を問わず、子どもから高齢者まで訓練に参加す
るための取り組みを推進する。
小学校区単位での地区防災訓練の実施を継続して推進す
る。

基準値（H28）

47（%）

施策の方向 （千円）

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

予算(H31）

8,750

具
体
的
施
策

③防災等の場における
男女共同参画の推進 H30実績 男女共同参画

の視点

地域での自助、共助能力向上と防災意
識の高揚を図るため、男女共同参画の
視点にたった事業の継続、発展に努め
ます。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 44.9（%）

前年度と比較し女性の訓練参加が若干減少したもの
の、目標に掲げた男女を問わず訓練に参加する取り
組みは概ね達成された。次年度以降は、幅広い年齢
層に訓練に参加できる取り組みを推進し、参加しやす
い環境づくりに努めていく。

i

市内、全16小学校区で地区防災訓練を実
施し、避難所の設営・運営に重点をおいた
訓練に取り組む。

H31目標（実績） H30

50（%） B・F

目標値（H33） H31

50（%） B･F

H30年度事業実績

◆まなびあいやふれあいの活動を通じたささえあいの地域づくりを推進し、市内66区で活動が
行われた。各区の役員982名のうち、393名の女性役員が活動した。

◆まなびあいやふれあいの活動を通じた地
域づくりを推進する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

平成30年度は約40％の女性役員に地域活動に携わってもらうことができた。引き続き男女が
参加しやすい環境づくりに努める。

予算(H31）

地域3あい
事業:
11,910

重点目標

防災減災
教育支援
協働事業：

1,076

継続して各種防災訓練に女性の参加を促
し、各自主防災会等において女性の視点を
取り入れた防災体制を構築できるように働
きかける。

重点目標
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基
本
目
標

Ⅰあらゆる分野への男女共同参画の促進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

H30年度 重点目標取組内容実績

◆愛知県消防学校女性消防クラブ指導
者科への１日入校
７月２０日（金） ２名

重点目標 数値目標 所管課

・女性消防クラブ指導者科に２名派遣す
る。
・既派遣地区の調査。

◆婦人消防クラブ活動事業
・大型店舗での防火広報の実施
　１１月３日（土）　３名
　２月２３日（土）　４名
・普通救命講習会の実施
　１１月２９日（木）１６名、１１月３０日（金）１０名
　１２月１日（土）８名、１２月２日（日）７名
・視察研修会の実施（名古屋大学減災館等）
　２月１５日（金） ２０名

災害時、女性が活動できる知識・技術の習
得及び他クラブとの情報交換を行うため、婦
人消防クラブ員を年間２名から９名に増員し
て女性消防クラブ指導者科に派遣する。

女性消防クラブ
指導者科入校

予防課
平成31年度 重点目標取組内容

未派遣地区のクラブ員を女性消防クラブ指
導者科に入校してもらうよう働きかける。

基準値（H25）

2（人）

施策の方向 （千円）

2
地域における活動や

団体・グループ活動における
男女共同参画の促進

予算(H31）

1,162

具
体
的
施
策

③防災等の場における
男女共同参画の推進 H30実績 男女共同参画

の視点

地域での自助、共助能力向上と防災意
識の高揚を図るため、男女共同参画の
視点にたった事業の継続、発展に努め
ます。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 2（人）

◆平成３０年度は重点目標を達成した。
　平成３１年度は女性消防クラブ指導者科への派遣を
２名から９名に増員し実施する。 526

◆愛知県消防学校女性消防クラブ指導者
科への1日入校
11月1日（金） 9名

H31目標（実績） H30

9（人） A

目標値（H33） H31

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

1 働く場における男女平等の促進

所管課

―

商工振興課

基準値

―

9（人） A

0

具
体
的
施
策

①男女の均等な雇用機会と
待遇の確保 H30実績 男女共同参画

の視点

男女雇用機会均等法、労働基準法等
の趣旨の周知を図り、適切な運用を働
きかけ、募集、採用、賃金、昇進等にお
ける男女平等の実現をめざします。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― Ｆ

目標値（H33） H31

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

1 働く場における男女平等の促進

所管課

―

まなび創造館

基準値

―

― Ｆ

具
体
的
施
策

①男女の均等な雇用機会と
待遇の確保 H30実績 男女共同参画

の視点

男女雇用機会均等法、労働基準法等
の趣旨の周知を図り、適切な運用を働
きかけ、募集、採用、賃金、昇進等にお
ける男女平等の実現をめざします。

決算（H30見込） ―

男女共同
参画講座
開催事業：

1,981

H31目標（実績） H30

― C・E

目標値（H33） H31

― C・E

H30年度事業実績

◆女性活躍推進事業認定マーク「えるぼし」に関するチラシを商工振興課窓口にて配布した。
◆ホームページにて男女雇用機会均等法の周知に努めた。
◆女性活躍推進法のチラシを商工振興課窓口にて配布した。

◆引き続き資料の配布を実施する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

新聞やニュースに取り上げられる問題も多いため、今後も継続して周知に努める必要がある。

予算(H31）

その他　H30年度事業実績

◆経営者、人事担当者、管理職、一般社員を対象に、ハラスメントに対する理解や知識を深め
ることにより、ハラスメントを起こさせない健全な職場の環境づくりを目指すための講座を開催し
た。
・ハラスメントのない職場づくり（1回　55人受講）

◆企業啓発講座2講座

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆企業に対し、講座の案内を行い、適切な運用を働きかけた。
◆企業啓発講座を業務時間外に開催する。
◆多くの人数を集めての講座は成立しにくい。ピンポイントでニーズのあるところを拾い、少人
数で細かな市場を対象にすることを検討する。

予算(H31）

男女共同
参画講座
開催事業：

4,842
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基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

H30年度 重点目標取組内容実績

女性職員の仕事に対する価値観を醸成
し、併せてマネジメント力の向上を目的
に「女性活躍推進研修」を実施した。
（H31.3.20実施、受講者14名）
この他、ハラスメント相談窓口を平成30
年4月1日に設置した。

重点目標 数値目標 所管課

「小牧市　女性活躍推進のための特定事業主行
動計画」に定められた具体的取組の推進
（女性活躍推進研修の実施、ハラスメント相談窓
口の設置に関する規程等を平成２９年度末まで定
め次年度から設置、フレックスタイム制・テレワーク
の検討　等）
【平成32年度】「（仮称）第2期小牧市　女性活躍
推進のための特定事業主行動計画」の策定

主に30歳代前半の職員を対象に実施している中級職
員研修において、「男女共同参画」の講義を実施し
た。（H30.6.28実施、受講者39名）

能力や適性を公正に判断したうえで女性職
員を積極的に管理職に登用する。 課長職以上の

女性の割合（一
般事務職）

行政経営課
平成31年度 重点目標取組内容

H30年度 重点目標取組内容に同じ 基準値（H27）

6.9（%）

施策の方向 （千円）

1 働く場における男女平等の促進

予算(H31）

200

具
体
的
施
策

②市職員の男女平等の推進
H30実績 男女共同参画

の視点

能力主義のもと、採用や昇任、昇格等
における男女平等を推進します。
また、男女ともに幅広い分野の職務を
経験させ、管理職にふさわしい人材の
育成に努めます。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 8.4(%)

平成30年度は、女性職員の管理職への登用を推進
するとともに、女性活躍研修の実施やハラスメント相
談窓口の設置を行った。平成31年度は、引き続き女
性活躍研修を実施して人材育成を図るとともに、女性
職員の管理職への登用を引き続き推進していく。

0

女性職員を対象に「女性活躍推進研修」を
実施するとともに、ハラスメント防止を目的
とした研修を実施予定。また、産業医の資
格を持った「こころの健康相談員」を配置
し、職員からの相談体制の充実を図る。

H31目標（実績） H30

9.3（％） A

目標値（H33） H31

10（%） Ａ

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

重点目標 数値目標 所管課

愛知県と共同で開催している労働講座
において、労働分野における関連法を
テーマの一つとして取り扱い、周知を図
る。

◆「パートタイム労働法のあらまし」、「パートタイム労
働法の概要」を商工振興課窓口にて配布した。
◆有期雇用から無期雇用への転換に関するチラシを
商工振興課窓口にて配布した。

経営者、人事労務担当者、労働者それぞれ
に対して関連法、成功事例等の周知を図
る。 労働講座受講

者数
商工振興課

平成31年度 重点目標取組内容

H30年度 重点目標取組内容に同じ 基準値（H28）

47（名）

施策の方向 （千円）

1 働く場における男女平等の促進

予算(H31）

0

具
体
的
施
策

③非正規雇用者が働きやすい環境づく
り

H30年度 重点目標取組内容実績

愛知県と共同で開催した労働講座にお
いて、テーマを「活用しよう!助成金」「トラ
ブルを防ぐ労務管理」とし、採用から退
職までの様々な労務管理について周知
を図った。

H30実績 男女共同参画
の視点

パートタイマーや派遣労働者の就労条
件向上のため、パートタイム労働法や
労働者派遣法等の周知を図り、多様な
形で就労できる環境づくりに努めます。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 68（名）

◆平成30年度においては助成金の活用方法や労務
管理を取り扱い、周知を図ることができた。また、講座
受講者数は目標をはるかに上回った。
◆平成31年度においては近年問題となっている「パワ
ハラ」をテーマとし、周知を図っていく。

0

◆引き続き資料の配布を通じて周知を行
う。
◆愛知県と共同で開催する労働講座にお
いて、パワハラをテーマとして取り扱う。

H31目標（実績） H30

45（名） F

目標値（H33） H31

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

1 働く場における男女平等の促進

所管課

―

まなび創造館

基準値

―

45（名） Ｆ

具
体
的
施
策

③非正規雇用者が働きやすい環境づく
り H30実績 男女共同参画

の視点

パートタイマーや派遣労働者の就労条
件向上のため、パートタイム労働法や
労働者派遣法等の周知を図り、多様な
形で就労できる環境づくりに努めます。

決算（H30見込） ―

男女共同
参画講座
開催事業：

1,981

H31目標（実績） H30

― C・E

目標値（H33） H31

― C・E

H30年度事業実績

◆経営者、人事担当者、管理職、一般社員を対象に、ハラスメントに対する理解や知識を深め
ることにより、ハラスメントを起こさせない健全な職場の環境づくりを目指すための講座を開催し
ました。
・ハラスメントのない職場づくり（1回　55人受講）

◆企業啓発講座2講座

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆企業啓発講座を業務時間外に開催する。
◆多くの人数を集めての講座は成立しにくい。ピンポイントでニーズのあるところを拾い、少人
数で細かな市場を対象にすることを検討する。

予算(H31）

男女共同
参画講座
開催事業：

4,842
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基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

1 働く場における男女平等の促進

所管課

―

商工振興課

基準値

―

◆創業の手引きや創業支援施設の案内チラシを商工振興課窓口にて配布した。
◆通年開催している創業支援セミナーに加えて、子育てや介護等の理由で創業を諦めていた
方に向けた創業セミナーを開催した。（総受講者37人、うち女性20人）
◆起業・会社設立支援補助金（２５件申請、うち女性３件）
◆創業支援利子補給補助金（３２件申請、うち女性６件）

予算(H31）

0

具
体
的
施
策

④起業家・自営業者に対する支援
H30実績 男女共同参画

の視点
自営業等で働く女性が、仕事と家事と
の区別なく働き続けることがないように、
労働条件や待遇等の明確化を図るた
め、関係法令の周知等に努めます。
また、起業に役立つ情報を提供し、起
業に関する支援を行います。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― F

目標値（H33） H31

◆引き続き、資料の配布を通じて周知を行
う。
◆引き続き、セミナー及び補助金により起
業を支援する。

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

1 働く場における男女平等の促進

所管課

―

まなび創造館

基準値

―

― Ｆ

具
体
的
施
策

④起業家・自営業者に対する支援
H30実績 男女共同参画

の視点
自営業等で働く女性が、仕事と家事と
の区別なく働き続けることがないように、
労働条件や待遇等の明確化を図るた
め、関係法令の周知等に努めます。
また、起業に役立つ情報を提供し、起
業に関する支援を行います。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― C・E

目標値（H33） H31

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

1 働く場における男女平等の促進

所管課

女性（25歳～44
歳）の労働力率

商工振興課

基準値（H22）

65.8（%）

H30年度事業実績

― C・E

具
体
的
施
策

⑤育児・介護等を理由とする
離職者に対する再就職支援 H27国勢調査 男女共同参画

の視点

働きたい女性への子育て支援や経済
的支援策の情報の提供、結婚や出産
等で退職した女性が再就職を希望する
にあたり、就労支援策等に関する情報
提供を行います。

決算（H30見込） 67.9（%）

0

H31目標（実績） H30

― F

目標値（H33） H31

66.0（%） Ｆ

H30年度事業実績

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆Ｈ30年度のセミナーの受講者数は、前年度と比較して大きく上回った。今後も引き続き、多く
の方にセミナー及び補助金を活用していただけるよう周知に努めていく。

H30年度事業実績

◆実施なし。 ◆講座等の実施を検討する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆実施なし。

予算(H31）

男女共同
参画講座
開催事業：

4,842

◆「あいち子育て女性再就職サポートセンター」チラシ1を商工振興課窓口にて配布した。
◆ハローワーク春日井でのマザーズコーナーについて市ＨＰでの掲載を継続して実施した。
◆マタニティハラスメント防止のチラシを商工振興課窓口にて配布した。
◆育児プランナー支援のチラシを商工振興課窓口にて配布した。

◆引き続き資料の配布及びＨＰ掲載を通じ
て周知を行う。

H30年度実績評価・31年度の課題等

今後も一人でも多くの女性が子育て、出産をしながら仕事ができるよう、引き続き周知に努めて
いく必要がある。

予算(H31）

0
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平成30年度第3次小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅢ）推進状況報告 資料１（2019/6/3作成）

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

1 働く場における男女平等の促進

所管課

―

こども政策課

基準値

―

予算(H31）

0

具
体
的
施
策

⑤育児・介護等を理由とする
離職者に対する再就職支援 H30実績 男女共同参画

の視点

働きたい女性への子育て支援や経済
的支援策の情報の提供、結婚や出産
等で退職した女性が再就職を希望する
にあたり、就労支援策等に関する情報
提供を行います。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― Ｂ・Ｆ

目標値（H33） H31

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

1 働く場における男女平等の促進

所管課

就労支援講座
の実施

まなび創造館

基準値（H25）

2（講座）

― Ｂ・Ｆ

男女共同
参画講座
開催事業：

4,842

具
体
的
施
策

⑤育児・介護等を理由とする
離職者に対する再就職支援 H30実績 男女共同参画

の視点

働きたい女性への子育て支援や経済
的支援策の情報の提供、結婚や出産
等で退職した女性が再就職を希望する
にあたり、就労支援策等に関する情報
提供を行います。

決算（H30見込） 3（講座）

男女共同
参画講座
開催事業：

1,981

H31目標（実績） H30

4（講座） C

目標値（H33） H31

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

所管課

―

商工振興課

基準値

―

2（講座） C

具
体
的
施
策

①ワーク・ライフ・バランスの普及と
理解の促進 H30実績 男女共同参画

の視点

関係機関と協力して、ワーク・ライフ・バ
ランス実現への取り組みや両立支援策
等に関して、男女平等推進情報誌等を
通して情報提供を行います。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― F

目標値（H33） H31

― Ｆ

H30年度事業実績

◆相談時には子育て支援ガイドブックを配布するなど、子育て支援に関する情報について周知
を図った。
◆市広報に児童館の催し、ファミリーサポートセンター事業を随時掲載した。

◆市広報掲載：引き続き児童館の催し、ファ
ミリー・サポート・センター事業を随時掲載し
ていく。
◆子育て支援ガイドブックを作成し、内容の
充実を図る。

H30年度実績評価・31年度の課題等

子育て世代包括支援センターの開設により、ワンストップ窓口で情報収集がよりしやすくなっ
た。

H30年度事業実績

◆ひとり親家庭の自立支援や出産や育児を期に離職した女性に対する再就職支援のための
講座を開催した。
・人生を変える仕事　～整理収納アドバイザーになるために～（全3回　44人受講）
・女性のための就労支援パソコン講座（初級）（全3回　15人受講）
・女性のための就労支援パソコン講座（中級）（全3回　12人受講）
◆女性の再就職支援のため、ママ・ジョブ・あいちの出張相談を、開催した。
　2回（8人利用）

◆引き続き、経済的困難な状況にある女性
を対象に就労支援講座を実施する。
◆引き続き、育児や介護等で離職した女性
の再就職支援のため、ママ・ジョブ・あいち
の出張相談を開催する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆受講者数やアンケート結果により例年開催の講座の必要性を検討し、ニーズにあわせた講
座開催計画をたてることとする。
◆広報やチラシによる募集だけでなく、ホームページやフェイスブックなど、ＳＮＳを有効活用す
る。
◆様々な世代の人が申し込みやすいように、往復はがきによる申し込みだけでなく、ホーム
ページの申し込みフォーム、メール、ファックスでの申し込みも実施する。

予算(H31）

H30年度事業実績

◆ワーク・ライフ・バランス啓発冊子･リーフレットを商工振興課窓口にて配布した。
◆ワーク・ライフ・バランス推進キャンペーンのポスター掲示により周知に努めた。
◆小牧市ＨＰにて仕事と生活の調和推進（ワーク・ライフ・バランス）のHPを紹介、周知に努め
た。

◆引き続き資料の配布、市の広報及びHP
を通じての周知を行う。

H30年度実績評価・31年度の課題等

ワークライフバランスの普及と促進をしていくことでうつ病等の防止にもつながる為、今後も引き
続き周知に努めていく。

予算(H31）

0
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平成30年度第3次小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅢ）推進状況報告 資料１（2019/6/3作成）

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

所管課

―

まなび創造館

基準値

―

予算(H31）

男女共同
参画推進

事業：9,634

具
体
的
施
策

①ワーク・ライフ・バランスの普及と
理解の促進 H30実績 男女共同参画

の視点

関係機関と協力して、ワーク・ライフ・バ
ランス実現への取り組みや両立支援策
等に関して、男女平等推進情報誌等を
通して情報提供を行います。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― A

目標値（H33） H31

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

所管課

―

商工振興課

基準値

―

― A

0

具
体
的
施
策

②事業所等への啓発と
取り組みに対する支援 H30実績 男女共同参画

の視点

仕事と家庭の両立を支援しているファミ
リーフレンドリー企業の顕彰や、男女共
同参画に関する企業の取り組み状況等
の調査及び、その情報提供等を通じ
て、企業の取り組みを促します。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― F

目標値（H33） H31

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

所管課

―

まなび創造館

基準値

―

― Ｆ

具
体
的
施
策

②事業所等への啓発と
取り組みに対する支援 H30実績 男女共同参画

の視点

仕事と家庭の両立を支援しているファミ
リーフレンドリー企業の顕彰や、男女共
同参画に関する企業の取り組み状況等
の調査及び、その情報提供等を通じ
て、企業の取り組みを促します。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― C・E

目標値（H33） H31

― C・E

H30年度事業実績

◆実施なし。 ◆引き続き、関係機関・団体との協力を通し
て、情報提供を行う。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆女性の社会的地位の向上及び社会参画の促進を市民の方々に理解を促すため、男女共同
参画情報誌「かすたねっと」を発行する。
◆情報提供のみでなく、関係機関と協力して、男女共同参画情報誌の作成を行う。

H30年度事業実績

◆ファミリーフレンドリー企業の登録制度に関する周知活動（市HP掲載）を継続して行った。
◆「あいち仕事と生活の調和行動計画」を商工振興課窓口にて配布した。

◆引き続き資料の配布を通じて周知を行
う。

H30年度実績評価・31年度の課題等

個人だけではワークライフバランスは為しえないため、企業にも取り組んでいただけるよう今後
も周知に努めていく必要がある。

予算(H31）

H30年度事業実績

◆実施なし。 ◆企業啓発講座2講座
◆引き続き、関係機関・団体との協力を通し
て、情報提供を行う。
◆第53号男女共同参画情報誌「かすたねっ
と」にて「あいち女性輝きカンパニー」に認定
された市内企業と協力して女性の働き方を
紹介する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆企業啓発講座を業務時間外に開催する。
◆広報やチラシによる募集だけでなく、ホームページやフェイスブックなど、ＳＮＳを有効活用す
る。
◆情報提供のみでなく、関係機関と協力して、男女共同参画情報誌の作成を行う。

予算(H31）

男女共同
参画推進

事業：9,634
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平成30年度第3次小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅢ）推進状況報告 資料１（2019/6/3作成）

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

所管課

―

こども政策課

基準値

―

予算(H31）

こども自然
体験活動

事業：3,688

具
体
的
施
策

③家庭における男女共同参画の推進
H30実績 男女共同参画

の視点

夫婦や親子での参加も含め、男性が参
加しやすい学習機会やプログラムを充
実させることで、家庭における男女共同
参画意識の高揚を図ります。

決算（H30見込） ―

こども自然
体験活動

事業：2,732

H31目標（実績） H30

― Ｂ・Ｆ

目標値（H33） H31

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

所管課

―

まなび創造館

基準値

―

― Ｂ・Ｆ

男女共同
参画講座
開催事業：

4,842

具
体
的
施
策

③家庭における男女共同参画の推進
H30実績 男女共同参画

の視点

夫婦や親子での参加も含め、男性が参
加しやすい学習機会やプログラムを充
実させることで、家庭における男女共同
参画意識の高揚を図ります。

決算（H30見込） ―

男女共同
参画講座
開催事業：

1,981

H31目標（実績） H30

― C

目標値（H33） H31

― C

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

H30年度 重点目標取組内容実績

・介護展を開催した。
・介護相談員を介護サービス事業所に
派遣した。
・介護支援専門員や介護サービス事業
所の職員に対して研修を実施した。

重点目標 数値目標 所管課

・介護展を開催する。
・介護相談員を介護サービス事業所に
派遣する。
・介護支援専門員や介護サービス事業
所の職員に対して研修を実施する。
・第７次高齢者保健福祉計画に基づき
施策を実施する。

◆介護サービスの周知を図るために、サービス事業者連絡
会と共同で介護展を開催した。（平成30年6月17日（日））
◆介護サービス事業者の質の向上を図るために、介護相談
員が介護サービス事業所を訪問し、利用者の相談に応じた。
（769回訪問）
◆介護サービス事業者の質の向上を図るために、介護支援
専門員や介護サービス事業所の職員に対して研修を実施し
た。（31回、123人参加）
◆広報への記載、市ホームページによる案内、ガイドブックや
いきいきファイルの作成・配布、出前講座等により情報提供を
行った。

介護サービスの質的向上・介護サービス提
供事業者の支援を実施する。

子育て・介護と
仕事の両立の
ための支援が
充実していると
思う市民の割

合
介護保険課

平成31年度 重点目標取組内容

介護支援専門員や介護サービス事業所の
職員に対して研修を実施する。

基準値（H25）

46.4（%）

施策の方向 （千円）

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

予算(H31）

サ-ビス事
業者振興
事業等：

9,747

具
体
的
施
策

④仕事と育児・介護等との
両立支援策の充実 H30実績 男女共同参画

の視点育児や介護と仕事の両立を支援するた
め、保育サービスや介護サービスを広く
周知し、必要なときに適切にサービス提
供ができるよう市民の理解を促します。
また、保育サービスや介護サービスな
どの量的・質的な拡充を進め、安心して
利用できる環境整備に努めます。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 52.7(%)

◆介護サービスの質を向上させるため、さらに相談員
の資質の向上や研修内容の充実を図る。 サ-ビス事

業者振興
事業等：

7,935

◆介護展の実施
◆介護相談員の介護サービス事業所への派遣
◆介護支援専門員や介護サービス事業所の職員
に対しての研修
◆第７次高齢者保健福祉計画の実施

H31目標（実績） H30

52.7(%) Ｆ

目標値（H33） H31

50.0（%） Ｆ

◆受講者数やアンケート結果により例年開催の講座の必要性を検討し、ニーズにあわせた講
座開催計画をたてることとする。
◆広報やチラシによる募集だけでなく、ホームページやフェイスブックなど、ＳＮＳを有効活用す
る。
◆様々な世代の人が申し込みやすいように、往復はがきによる申し込みだけでなく、ホーム
ページの申し込みフォーム、メール、ファックスでの申し込みも実施する。

予算(H31）

H30年度事業実績

◆こども自然体験活動事業
①親子でじゃがいもづくり
３～６月に開催。親子80組参加。
②身近な自然観察
７月、９月、１１月に開催。親子26組参加。

◆親子で参加できる自然体験活動事業を
実施する。
「身近な自然観察」

H30年度実績評価・31年度の課題等

長年実施している事業であるため、今一度事業の実施・運営について見直しが必要となってい
る。

H30年度事業実績

◆男性向けに、家庭生活への参画を促すために、料理講座をはじめ、親子で取り組む講座を
開催した。
○男性支援講座
・男の魅力アップ講座（清掃編）（1回　18人受講）（片づけ編）（1回　13人受講）（洗濯編）（1回
14人受講）
・父と子で楽しむ料理講座（前期）（全3回　8組受講）（後期）（全3回　8組受講）
・割烹料理人が教える!!男の和食講座（全5回　20人受講）
◆家事負担軽減及び子どもの生活自立支援とし講座を開催した。
○男女共同参画講座
・夏休み宿題講座（全3回　20人受講）

◆男性支援講座
・父と子でチャレンジ☆料理＆おたのしみ講
座①②
男を磨く！ファッション＆コミュニケーション
講座（秋・冬編）（春・夏編）
簡単！時短！な料理に挑戦☆気軽に男性
クッキング
◆男女共同参画講座
・夏休み宿題対策教室

H30年度実績評価・31年度の課題等
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基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

ｑ

数値目標 所管課

介護支援専門
員や介護サー
ビス事業所の
職員に対して
研修を実施す

る
介護保険課

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現

基準値（H28）

具
体
的
施
策

④仕事と育児・介護等との
両立支援策の充実

30（単位）

H30実績

ｑ

育児や介護と仕事の両立を支援するた
め、保育サービスや介護サービスを広く
周知し、必要なときに適切にサービス提
供ができるよう市民の理解を促します。
また、保育サービスや介護サービスな
どの量的・質的な拡充を進め、安心して
利用できる環境整備に努めます。

31

H31目標（実績）

32

目標値（H33）

32

所管課

放課後児童クラ
ブの待機児童

数
こども政策課

（千円）

予算(H31）

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費

施策の方向

基準値（H25）

具
体
的
施
策

④仕事と育児・介護等との
両立支援策の充実

0（人）

H30実績

H31年度 実施予定事業 数値目標

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現 児童クラブ

運営事
業:308,352

千円
男女共同参画

の視点育児や介護と仕事の両立を支援するた
め、保育サービスや介護サービスを広く
周知し、必要なときに適切にサービス提
供ができるよう市民の理解を促します。
また、保育サービスや介護サービスな
どの量的・質的な拡充を進め、安心して
利用できる環境整備に努めます。

決算（H30見込） 0（人）

児童クラブ
運営事

業:262,094
千円

H31目標（実績） H30

0（人） Ｂ・Ｆ

目標値（H33） H31

0（人） Ｂ・Ｆ

基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現 ファミリ-サ

ポ-トセンタ
-運営事
業:6,834

数値目標 所管課

ファミリ-サポ-ト
センタ-の利用

者数
こども政策課

（千円）

予算(H31）

基準値（H25）

◆引き続きファミリー・サポート・センター事
業を随時掲載していく。

H31目標（実績）

具
体
的
施
策

④仕事と育児・介護等との
両立支援策の充実

978（人）

H30実績

◆子育て支援拠点事業
・センター型：1ケ所（子育て世代包括支援センター）
・ひろば型：7ケ所
◆ファミリー・サポート・センター　1ケ所（中央）
・ファミサポ：依頼会員165人、援助会員83人、両方会員6人、合計254人

男女共同参画
の視点育児や介護と仕事の両立を支援するた

め、保育サービスや介護サービスを広く
周知し、必要なときに適切にサービス提
供ができるよう市民の理解を促します。
また、保育サービスや介護サービスな
どの量的・質的な拡充を進め、安心して
利用できる環境整備に努めます。

決算（H30見込） 583（人）

ファミリ-サ
ポ-トセンタ
-運営事
業:5,332

H30

600（人） Ｂ・Ｆ

目標値（H33） H31

1,000（人） Ｂ・Ｆ

H30年度事業実績

◆市内16児童クラブ
登録児童数2,079名（平成31年3月31日現在）
支援員人数156名

◆引き続き、児童クラブ運営事業を推進し
ていく。

H30年度実績評価・31年度の課題等

登録児童数の人数に対して人員や設備が不足している現場の状況があるため、今一度事業の
運営について見直しが必要となっている。

H30年度事業実績 H31年度 実施予定事業

H30年度実績評価・31年度の課題等

援助会員の確保
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基
本
目
標

Ⅱ男女が働きやすい環境の実現

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

2
仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）
の実現 待機児童

解消事業：
373

重点目標 数値目標 所管課

■新設保育園の開所に向け、事業者に
よる建設工事を行う。

仕事と育児の両立を支援するため、保育を
必要とする方が安心して子どもを預けること
ができるよう、十分な受け入れ数を確保しま
す。

保育園の待機
児童数

保育課

（千円）

予算(H31）

平成31年度 重点目標取組内容

H30年度 重点目標取組内容実績 31（人）

外堀地内の市所有地に社会福祉法人
幸生会により、定員160人のじょうぶし保
育園が平成31年4月1日に開園した。

H30実績

0（人）

外山幼稚園の認定こども園化により、保育の受け入
れ数（90人）が増加した。
中部公民館2階に市直営の小規模保育施設を整備
し、平成31年5月1日に開園する予定である。

H30年度実績評価・31年度の課題等

決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 6(人）

待機児童解消
事業：306,347
小規模保育事
業施設整備事

業：39,139

民間用地で設置運営する事業者に対し整
備費の補助を行います。

H31目標（実績）

■平成31年4月1日より、じょうぶし保育園を
開所する。（定員：160人程度）
■平成31年5月1日より、公立の「小規模保
育園『こすも』」を開園する。（定員19人）

基準値(H24.4.1）

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績

男女共同参画
の視点育児や介護と仕事の両立を支援するた

め、保育サービスや介護サービスを広く
周知し、必要なときに適切にサービス提
供ができるよう市民の理解を促します。
また、保育サービスや介護サービスな
どの量的・質的な拡充を進め、安心して
利用できる環境整備に努めます。

H30

具
体
的
施
策

④仕事と育児・介護等との
両立支援策の充実

施策の方向

広報紙やホームページ、SNS等の様々な手
段を用いて、より多くの人に情報発信する。 男女共同参画

関連情報の掲
載件数

広報広聴課

（千円）

1 男女共同参画意識の普及・啓発

0

重点目標

Ｂ・Ｆ

目標値（H33） H31

0（人） Ｂ・Ｆ

市がめざす男女共同参画社会のイメー
ジを周知し、普及させるため、各課から
の情報提供をもとに、各課が企画する講
座やイベント等を広報紙やホームペー
ジ、　ＳＮＳ等の様々な手段を用いて、よ
り多くの人に情報発信する。

予算(H31）

平成30年度 取組内容

市がめざす男女共同参画社会のイメージを周知
し、普及させるため、各課が企画する講座やイベン
ト等を広報紙やホームページ、　ＳＮＳ等の様々な
手段を用いて、より多くの人に情報発信する。

事業費

H30実績

特になし

94（件）

広報を中心に、男女共同参画に関する情報を発信し
た。平成30年度は、まなび創造館と協力し、男女共同
参画普及員を取り上げた紙面を作成した。
年間の広報への掲載件数を把握したが、掲載記事が
男女共同参画に該当するかどうかの判断が、担当者
の裁量によるため、継続して件数を把握するために
は、手法を検討する必要がある。

数値目標 所管課

0

各課からの希望に応じて、広報への掲載や
SNSを活用して、様々な世代へ情報発信す
る。

H31目標（実績） H30

基準値（H29）

男女共同参画
の視点具

体
的
施
策

①男女共同参画推進のための広報・
啓発活動の充実

H30年度 重点目標取組内容実績 38（件）

男女共同参画に関する情報を広報を中
心に情報発信した。
男女共同参画普及員をテーマとした紙
面を作成した。
男女共同参画に関する内容の広報掲
載件数：93件

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績

市がめざす男女共同参画社会のイメー
ジを周知し、普及させるため、広報誌や
ホームページ等、さまざまな手段による
啓発活動を強化します。

決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 93(件）

施策の方向

1

「かすたねっと」による広報を継続して実
施し、市民にとって身近な話題を取り上
げることによる意識啓発を図る。

◆男女共同参画週間パネル展を開催した。（6月）
◆男女共同参画月間パネル展を開催した。（10月）
◆男女共同参画週間及び国際女性デーに、懸垂幕を
掲示した。
◆月替わりで団体交流室前A1パネルを掲示した。
◆市ホームページを通じて、意識啓発に努めた。

「男女共同参画という言葉の意味を知って
いる市民の割合」を60.0％にする。 男女共同参画

という言葉の意
味を知っている

市民の割合

具
体
的
施
策

①男女共同参画推進のための広報・
啓発活動の充実

重点目標

A・B

目標値（H33） H31

96（件） Ｂ

数値目標 所管課

まなび創造館
予算(H31）

基準値（H25）

H30年度 重点目標取組内容実績 45.8（%）

◆男女共同参画情報誌「かすたねっと」
（全戸配布・広報こまき9月15日号、2月
15日号　市内施設配布　各1,000部）
○第51号　 LGBTについて紹介しまし
た。
○第52号　 男女共同参画普及員の活
動について紹介しました。LGBTについ
て考えてみました。

H29

◆男女共同参画週間パネル展
◆男女共同参画月間パネル展
◆男女共同参画情報誌「かすたねっと」年2
回発行

H31目標（実績） H30

男女共同参画意識の普及・啓発

男女共同
参画推進

事業：9,634

男女共同参画
の視点

市がめざす男女共同参画社会のイメー
ジを周知し、普及させるため、広報誌や
ホームページ等、さまざまな手段による
啓発活動を強化します。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 46.8（%）

◆男女共同参画情報誌の全戸配布や講演会等多く
の市民が集まる機会に、男女共同参画に対する理解
を促進するための広報・啓発を行った。
◆今後、広報・啓発活動は、対象とする年代を絞り、
対象に合わせた内容で活動する。

男女共同
参画推進

事業：7,412

52（%） A

目標値（H33） H31

60.0（%） A

事業費

H30年度実績評価・31年度の課題等

平成30年度 取組内容

啓発活動においては、周知活動・啓発活動
を継続的に取り組む。

（千円）

平成30年度は、前年度に決定した市有地に建設する
新設保育園及び幼稚園からの認定こども園化に要す
る整備費の補助、公立小規模保育事業の整備を計画
通り実施できた。しかし私立保育所の設置事業者の
公募を行ったが応募がなかった。味岡地区での保育
の供給量が足らないので保育所等の募集をする必要
がある。
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所管課

―

まなび創造館

（千円）

予算(H31）

H31年度 実施予定事業 数値目標

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

②男女共同参画に関する調査研究と
情報収集・分析の強化

―

H30実績

1 男女共同参画意識の普及・啓発

0

男女共同参画
の視点

男女共同参画に関する市民の意識を
把握するため、実態調査を継続的に実
施します。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― E

目標値（H33） H31

― E

所管課

4か月健診時
自己肯定感健
康教育実施

保健センター

基準値（H25）

48（回）

（千円）

予算(H31）

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

具
体
的
施
策

③家庭・学校・地域における
男女平等教育の推進

乳幼児健診の相談、指導の機会を通じて、親が自分自身を肯定でき、家庭において子どもの
個性を尊重した教育が実践できるよう支援します。

H30

H31年度 実施予定事業 数値目標

1 男女共同参画意識の普及・啓発 母子保健
健康診査

21,313
母子保健

１６２

H30年度事業実績

◆4か月児健診48回：1080人
◆1歳6か月児健診36回：1206人
◆3歳児健診36回：1183人
◆2歳3か月歯科健診24回：1071人
◆4か月児・1.6か月児、3歳児健診未受診者に対して、電話・訪問等で受診勧奨

平成30年度と同様に乳幼児健診時の相談・
指導を通じて、親が家庭において子どもの
個性を尊重した教育が実践できるよう支援
します。

H30年度実績評価・31年度の課題等

男女共同参画
の視点

乳幼児健診時の相談、指導を通じて、
親が家庭において子どもの個性を尊重
した教育を実践できるよう支援します。
性別にとらわれることなく、個性や能力
に応じた進路選択ができるような進路
指導の充実を図ります。

決算（H30見込） 48（回）

母子保健
健康診査:

19024
母子保健:

66

H31目標（実績） H30

48（回） F

目標値（H33） H31

48（回） F

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

1 男女共同参画意識の普及・啓発

0

数値目標 所管課

―

学校教育課

（千円）

予算(H31）

基準値

H31年度 実施予定事業

◆本人、保護者の希望・適正を第一に考え
た進路指導を実施した。

具
体
的
施
策

③家庭・学校・地域における
男女平等教育の推進

―

H30実績

◆本人（中学３年生1,389人）、保護者の希望・適正を第一に考えた進路指導を実施した。

男女共同参画
の視点

乳幼児健診時の相談、指導を通じて、
親が家庭において子どもの個性を尊重
した教育を実践できるよう支援します。
性別にとらわれることなく、個性や能力
に応じた進路選択ができるような進路
指導の充実を図ります。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― Ａ

目標値（H33） H31

― Ａ

H30年度事業実績

◆第6次小牧市総合計画　新基本計画に基づき、市民の男女共同参画意識を把握するため
に、施策の推進状況の把握に努めた。【29年度実績値】
・男女の区別なく活動できていると思う市民の割合（59.0％）
・子育て・介護と仕事の両立のための支援が充実していると思う市民の割合（46.3％）
・男女共同参画という言葉の意味を知っている市民の割合（46.8％）

◆引き続き、男女共同参画意識の把握に
努め、意識の高揚、広範な分野への促進、
推進体制の充実に取り組む。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆実施なし。
◆引き続き、男女共同参画意識の把握に努め、意識の高揚、広範な分野への促進、推進体制
の充実に取り組む。

H30年度実績評価・31年度の課題等

本人、保護者の希望・適正を第一に考えた進路指導を実施した。

H30年度事業実績
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◆男女共同参画を理解し、推進していくための子ども
用の副読本「はばたけ未来へ」について、校長会議、
教頭会議及び教務主任会議の場において利用方法
等に関する説明を行い、市内小学校16校の5年生を
対象に配布をし、実績調査を行った。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆「はばたけ未来へ」の活用について、小学校全校で
の利用にいたらなかった。利用してもらえるよう働きか
け、児童に向けの男女共同参画への理解の促進を
図っていく。昨年に引き続き、アンケートを取り、利用
してもらえるよう工夫する。
◆中学校への普及・啓発を行う。

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

1

数値目標 所管課

講座事業は、前年度の実績を検証し、よ
り男女共同参画社会を形成のために有
効な形態での取り組みを進める。

「男女共同参画という言葉の意味を知って
いる市民の割合」を60.0％にする。 男女共同参画

という言葉の意
味を知っている

市民の割合 まなび創造館
予算(H31）

講座事業は、前年度の実績を検証し、より
男女共同参画社会を形成のために有効な
形態での取り組みを進める。

基準値（H25）

重点目標

具
体
的
施
策

③家庭・学校・地域における
男女平等教育の推進

H30年度 重点目標取組内容実績 45.8（%）

◆子育てに悩む親や祖父母に対して、
コミュニケーション力の未熟な子ども
  との絆やつながりを築くための術を導
き、「こども夢・チャレンジNo.1都市」
  のための一助とする。
○男女共同参画講座
・子育てが楽しくなる「３つのきく」（全5回
20人受講）

男女共同参画意識の普及・啓発

H29

男女共同参
画推進事業：

9,634
男女共同参
画講座開催
事業：4,842

31（区）

男女共同参画
の視点

乳幼児健診時の相談、指導を通じて、
親が家庭において子どもの個性を尊重
した教育を実践できるよう支援します。
性別にとらわれることなく、個性や能力
に応じた進路選択ができるような進路
指導の充実を図ります。

決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 46.8（%）

男女共同参
画推進事業：

7,411
男女共同参
画講座開催
事業：1,981

◆引き続き、「はばたけ未来へ」の活用について、
小学校全校利用を働きかける。
◆出前講座　市内中学校　2講座
◆親子手帳へ男女共同参画について掲載する。
◆中学生向けの男女共同参画啓発チラシを配布
する。

H30

52.0（%） A・B

目標値（H33） H31

60.0（%） A・B

H31目標（実績）

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

1

具
体
的
施
策

③家庭・学校・地域における
男女平等教育の推進

28区

数値目標 所管課

地域における意識啓発のために、男女
共同参画普及員の積極的な配置を促
す。

◆男女共同参画普及員　　Ｈ31年3月31日現在　28区49人を
配置（内女性24人）
◆男女共同参画普及員講座（４回延べ61人受講）
◆普及員に対し、男女共同参画に関する事業を案内した。
◆全区長に対し、普及員の概要書類と共に、配置依頼をし
た。
◆広報へ普及・啓発の掲載
◆男女共同参画情報誌「かすたねっと」（全戸配布・広報こま
き2月15日号　市内施設配布　各1,000部）
○第52号　 男女共同参画普及員の活動について紹介しまし
た。

小牧市男女共同参画普及員設置区数を36
区以上にする。

普及員設置区
数

まなび創造館

基準値（H29）

H30年度 重点目標取組内容実績

50（区）

地域の活動に活かすため、普及員研修
会をはじめ、男女共同参画講座の一部
を男女共同参画普及員講座として位置
づけ開催した。

H30実績

男女共同参画意識の普及・啓発 男女共同参
画推進事業：

9,634
男女共同参
画講座開催
事業：4,842 男女共同参画

の視点
乳幼児健診時の相談、指導を通じて、
親が家庭において子どもの個性を尊重
した教育を実践できるよう支援します。
性別にとらわれることなく、個性や能力
に応じた進路選択ができるような進路
指導の充実を図ります。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業

H31目標（実績） H30

35（区） A・B

目標値（H33） H31

A・B

所管課

―

生涯学習課

（千円）

予算(H31）

H31年度 実施予定事業 数値目標

男女共同参
画推進事業：

7,411
男女共同参
画講座開催
事業：1,981

◆地域における意識啓発のために、男女共
同参画普及員の積極的な配置を促す。
◆普及員に対する講座、説明会、研修会を
開催する。

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

④男女共同参画に関する学習機会の
充実

―

H30実績

1 男女共同参画意識の普及・啓発
こまき市民
文化財団
補助事業：

2,242
男女共同参画

の視点
生涯学習を通じて、男女共同参画につ
いて学習できるよう、学習機会や学習
内容の充実を図ります。
男女の参加意欲を高めるような参加体
験型プログラムを取り入れる等、学習へ
の参加を促します。

決算（H30見込） ―

こまき市民
文化財団
補助事業：

966

H31目標（実績） H30

― ―

目標値（H33） H31

― B・D・F

H30年度事業実績

（千円）

予算(H31）

重点目標

（千円）

H31年度 重点目標取組内容

◆こまなびフェスティバル（生涯学習団体等が企画運営）開催の折に分野によらず男女が分け
隔てなく、ともに参画するよう啓発した。
平成31年1月26日、27日に開催。参加団体は49団体。
・広報やホームページ等により、参加の啓発を行った。

◆こまき市民文化財団の主催事業として開
催する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

平成30年度は団体の代表者を男性が務めるなどして男性の参画が多く見受けられた。引き続
き、分野によらず男女が分け隔てなく参画するよう啓発する。

H31年度 重点目標取組内容

普及員の配置を促しながら、より活動してい
ただきやすいように、活動事例やマニュアル
等の整備を行う。

◆平成30年度は、高齢化に伴い役員のなり手が少な
い区が多く、減少した。
◆平成31年度中には、区長会役員会などにおいて普
及員の活動について理解を求め、配置区を増やせる
よう調整をする必要がある。
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◆女性と男性の意識の改革を促すためには、継続的な取組みが必要と
考えるため、引き続き対象を絞り、講座を実施する。
◆広報やチラシによる募集だけでなく、ホームページやフェイスブックな
ど、ＳＮＳを有効活用する。
◆様々な世代の人が申し込みやすいように、往復はがきによる申し込み
だけでなく、ホームページの申し込みフォーム、メール、ファックスでの申
し込みも実施する。

1 男女共同参画意識の普及・啓発 男女共同参
画推進事業：

9,634
男女共同参
画講座開催
事業：4,842

（千円）

予算(H31）

基準値（H25）基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業

数値目標 所管課

男女共同参画社会を形成するために、
全体の見直しを行った講座事業を通じ
て、対象となる市民に対して、男女共同
参画の意識啓発を促す。

○男女共同参画講座　12講座(受講者のべ299人）
○男女共同参画サテライトセミナー　1講座（受講者27
人）
○男女共同参画講演会（331人参加）
○男女共同参画週間名画鑑賞会（午前193人・午後
138人参加）
○国際女性デー名画鑑賞会（午前214人・午後146人
参加）

「男女共同参画という言葉の意味を知って
いる市民の割合」を60.0％にする。 男女共同参画

という言葉の意
味を知っている

市民の割合 まなび創造館
H31年度 重点目標取組内容

60.0（%）

46.8（%）

講座事業は、前年度の実績を検証し、より
男女共同参画社会を形成のために有効な
形態での取り組みを進める。

具
体
的
施
策

④男女共同参画に関する学習機会の
充実

H30年度 重点目標取組内容実績 45.8（%）

◆男女共同参画をテーマとした各種講座・講
演の参加者数　H30年度実績　1616人
◆男女共同参画に特化した講座であることも
あり、受講者数が伸び悩むため、ＳＮＳの活用
など、募集方法に工夫が必要である。
◆託児の需要が見込みよりも少なかったの
で、講座の開講時期により託児定員を調整す
ることが必要である。

H29実績

生涯学習を通じて、男女共同参画につ
いて学習できるよう、学習機会や学習
内容の充実を図ります。
男女の参加意欲を高めるような参加体
験型プログラムを取り入れる等、学習へ
の参加を促します。

H30

52.0（%） A

目標値（H33） H31

男女共同参画
の視点

H31目標（実績）

A

所管課

―

こども政策課

（千円）

予算(H31）

H31年度 実施予定事業 数値目標

男女共同参
画推進事業：

7,411
男女共同参
画講座開催
事業：1,981

◆引き続き、女性と男性が男女共同参画に
ついて学習することができ、意識改革につ
いて学習することができ、意識改革につな
がる講座を実施する。

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

①男性の男女共同参画意識の
高揚・理解の促進

―

H30実績

2 男性にとっての男女共同参画

0

男女共同参画
の視点夫婦や親子での参加も含め、男性も参

加しやすい学習機会を充実させ、家庭
における男女共同参画意識の高揚を
図ります。
参加者自身が興味を持てる内容の参
加体験型のプログラムを検討・実施し、
男性の生活面での自立を支援します。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― 該当なし

目標値（H33） H31

― 該当なし

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

2 男性にとっての男女共同参画
こまき市民
文化財団
補助事業：

2,242

数値目標 所管課

市公民館ゆうゆう学級において、男女共
同参画を意識した講座を1講座以上実
施する。市民企画講座採用段階で男性
も受講しやすい環境づくりや講座内容を
考慮する。

◆32の各種市民企画講座が開講され、634人中140
人（約22％）の男性が学習に参加した。

男性も参加しやすい学習機会を充実させ、
市公民館・中部公民館市民企画講座受講
者数の内、男性の受講者数を全体の30%と
する。

市民企画講座
の男性受講者

率
生涯学習課

（千円）

予算(H31）

基準値（H27）

具
体
的
施
策

①男性の男女共同参画意識の
高揚・理解の促進

H30年度 重点目標取組内容実績 8.1（%）

ゆうゆう学級においては、男女共同参
画を意識した講座を20講座を実施した。
市民企画講座採用段階では、歴史、登
山、ギター等、男性が興味を持ちやすい
分野の講座の講師を積極的に採用し
た。

H30実績 男女共同参画
の視点夫婦や親子での参加も含め、男性も参

加しやすい学習機会を充実させ、家庭
における男女共同参画意識の高揚を
図ります。
参加者自身が興味を持てる内容の参
加体験型のプログラムを検討・実施し、
男性の生活面での自立を支援します。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 22(%）

目標値の30％には届かなかったがH29年度と比較し2
ポイント上がった。今後も引き続き、講師採用の段階
から男性の参加を促すような講座を考え,男性も受講
しやすい環境づくりに努める。

こまき市民
文化財団
補助事業：

966

◆こまき市民文化財団の主催事業として引
き続き実施し、上記取組み内容を念頭に開
催する。

H31目標（実績） H30

25（%） A・B・F

目標値（H33） H31

30（%） A・B・F

重点目標

H30年度事業実績

該当なし 該当なし

H30年度実績評価・31年度の課題等

該当なし

平成30年度 取組内容

前年度の取り組みを継続するとともに、市民
企画講座において講師に対し、男性が受講
しやすい講座企画を働きかける。

重点目標
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基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

2 男性にとっての男女共同参画
男女共同
参画講座
開催事業：

4,842

具
体
的
施
策

①男性の男女共同参画意識の
高揚・理解の促進

数値目標 所管課

固定的な性別
役割分担に反
対する（「どちら
かといえば反
対」を含む）男

性の割合
まなび創造館

（千円）

予算(H31）

基準値（H25）

26.8（%）

◆引き続き、父子及び男性を対象とした料
理及び男性を対象とした家事支援講座を開
催予定。
◆男性支援講座
・父と子でチャレンジ☆料理＆おたのしみ講
座①②
男を磨く！ファッション＆コミュニケーション
講座（秋・冬編）（春・夏編）
簡単！時短！な料理に挑戦☆気軽に男性
クッキング
◆男女共同参画講座
・おやヂカラをみがく！ペアレンティング

H26実績 男女共同参画
の視点夫婦や親子での参加も含め、男性も参

加しやすい学習機会を充実させ、家庭
における男女共同参画意識の高揚を
図ります。
参加者自身が興味を持てる内容の参
加体験型のプログラムを検討・実施し、
男性の生活面での自立を支援します。

決算（H30見込） 29.3（%）

男女共同
参画講座
開催事業：

1,981

H31目標（実績） H30

― C

目標値（H33） H31

30.0（%） C

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

ｋ

数値目標 所管課

男性を対象とし
た講座の開催

まなび創造館

施策の方向

2 男性にとっての男女共同参画

基準値（H25）

具
体
的
施
策

①男性の男女共同参画意識の
高揚・理解の促進

1（回）

H30実績

夫婦や親子での参加も含め、男性も参
加しやすい学習機会を充実させ、家庭
における男女共同参画意識の高揚を
図ります。
参加者自身が興味を持てる内容の参
加体験型のプログラムを検討・実施し、
男性の生活面での自立を支援します。

6（回）

H31目標（実績）

5（回）

目標値（H33）

2（回）

基
本
目
標

Ⅲ（Ⅱ）男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績

施策の方向

（
２

）
2

男性にとっての男女共同参画

0

数値目標

具
体
的
施
策

②（⑤）男性の抱える課題・問題への対
応 男性を対象とした情報を広報を中心に

情報発信した。
男性に関する内容の広報掲載件数：6
件（男女共同参画に関する掲載件数の
うち）

H30実績

重点目標 所管課

各課が企画する講座やイベント等を広
報紙やホームページ、SNS等の様々な
手段を用いて、より多くの人に情報発信
する。

広報紙やホームページ、SNS等の様々な手
段を用いて、より多くの人に情報発信する。 男女共同参画

関連情報の掲
載件数

広報広聴課

（千円）

予算(H31）

基準値（H29）

H30年度 重点目標取組内容実績 38（件）

男女共同参画
の視点

男性が家事・育児・介護に参画しやす
い環境づくりに努め、市民の意識啓発
を促します。

決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 93(件）

0

各課からの希望に応じて、広報への掲載や
SNSを活用して、様々な世代へ情報発信す
る。

H31目標（実績） H30

94（件） A・B

目標値（H33） H31

96（件） Ｂ

H30年度事業実績 H31年度 実施予定事業

H31年度 重点目標取組内容

市がめざす男女共同参画社会のイメージを周知
し、普及させるため、各課が企画する講座やイベン
ト等を広報紙やホームページ、　ＳＮＳ等の様々な
手段を用いて、より多くの人に情報発信する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

広報を中心に、男性を対象とした情報を発信した。
年間の広報への掲載件数を把握したが、掲載記事が
男女共同参画に該当するかどうかの判断が、担当者
の裁量によるため、継続して件数を把握するために
は、手法を検討する必要がある。

特になし
事業費

ｔ

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆女性と男性の意識の改革を促すためには、継続的な取組みが必要と考えるため、引き続き
対象を絞り、講座を実施する。
◆広報やチラシによる募集だけでなく、ホームページやフェイスブックなど、ＳＮＳを有効活用す
る。
◆様々な世代の人が申し込みやすいように、往復はがきによる申し込みだけでなく、ホーム
ページの申し込みフォーム、メール、ファックスでの申し込みも実施する。

◆男性向けに、家庭生活への参画を促すために、家事支援・料理講座をはじめ、親子で取り組
む講座を開催した。
○男性支援講座
・男の魅力アップ講座（清掃編）（1回　18人受講）（片づけ編）（1回　13人受講）（洗濯編）（1回
14人受講）
・父と子で楽しむ料理講座（前期）（全3回　8組受講）（後期）（全3回　8組受講）
・割烹料理人が教える!!男の和食講座（5回　20人受講）

15/26



平成30年度第3次小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅢ）推進状況報告 資料１（2019/6/3作成）

所管課

―

商工振興課

（千円）

予算(H31）

基
本
目
標

Ⅲ（Ⅱ）男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

②（⑤）男性の抱える課題・問題への対
応

―

H30実績

H31年度 実施予定事業 数値目標

（
２

）
2

男性にとっての男女共同参画

0

H30年度事業実績

男女共同参画
の視点

男性が家事・育児・介護に参画しやす
い環境づくりに努め、市民の意識啓発
を促します。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― D

目標値（H33） H31

― D

所管課

パパママ教室
開催

保健センター

基準値（H25）

6（回）

（千円）

予算(H31）

基
本
目
標

Ⅲ（Ⅱ）男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

具
体
的
施
策

②（⑤）男性の抱える課題・問題への対
応

教室を通して、夫婦がお互いのことを尊重し、協力して子育て参加ができるよう支援します。

H30実績

H31年度 実施予定事業 数値目標

（
２

）
2

男性にとっての男女共同参画

母子保健
指導事業：

60

H30年度事業実績

◆パパママ教室6回：278人
  （男性133人、女性137人、その他8人）

平成30年度と同様にパパママ教室を通して
夫婦が家庭において互いを尊重して育児で
きるよう支援します。

H30年度実績評価・31年度の課題等

男女共同参画
の視点

男性が家事・育児・介護に参画しやす
い環境づくりに努め、市民の意識啓発
を促します。

決算（H30見込） 6（回）

母子保健
指導事業：

41

H31目標（実績） H30

6（回） A

目標値（H33） H31

6（回） A

基
本
目
標

Ⅲ（Ⅱ）男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

（
２

）
2

男性にとっての男女共同参画

数値目標 所管課

親子健康手帳
個別交付率

保健センター

（千円）

予算(H31）

基準値（H25）

具
体
的
施
策

②（⑤）男性の抱える課題・問題への対
応

92.7（%）

H30実績

参考：保健連絡員赤ちゃん訪問：948件（不在訪問件数除く）

男女共同参画
の視点

男性が家事・育児・介護に参画しやす
い環境づくりに努め、市民の意識啓発
を促します。

決算（H30見込） （所管課移動）

地区組織活動：
１０３３

生と性育み推
進：1080

母子保健健康
診査：１９０９０

H31目標（実績） H30

（所管課移動） F

目標値（H33） H31

95（%） （所管課移動）

◆ファミリーフレンドリー企業の登録制度に関する周知活動（市HP掲載）を継続して行った。
◆「あいち仕事と生活の調和行動計画」を商工振興課窓口にて配布した。

◆引き続き資料の配布を通じて周知を行
う。

H30年度実績評価・31年度の課題等

女性だけでなく、男性も育児や介護に参加しやすい環境にしていき、お互いが支え合える社会
にしていくことが求められるため、ＨＰや窓口での資料配布など周知活動を継続して行ってい
き、周知に努めていく。

H30年度事業実績 H31年度 実施予定事業

（こども政策課へ所管課移動）

H30年度実績評価・31年度の課題等

（こども政策課へ所管課移動）

地区組織活
動:1385 ,母子
保健指導：161,
生と性育み推

進：２１１７,母子
保健健康診査：

２１３１３
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95（%） F

H31目標（実績） H30

100 F

目標値（H33） H31

基準値（H25）

具
体
的
施
策

②（⑤）男性の抱える課題・問題への対
応

92.7（%）

H30実績 男女共同参画
の視点

男性が家事・育児・介護に参画しやす
い環境づくりに努め、市民の意識啓発
を促します。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） 96.5

所管課

親子健康手帳交付時の健康相談数1,043件
妊産婦及び新生児乳児訪問489件
母乳相談数112件

アニバーサリー事業（セカンドブック事業）を
新たに実施し、妊娠、出産、育児期に渡り
切れ目なく支援できるよう、1歳の節目に育
児相談の機会を設ける。

親子健康手帳
個別交付率

こども政策課

施策の方向 （千円）

（
２

）
2

男性にとっての男女共同参画

予算(H31）

基
本
目
標

Ⅲ（Ⅱ）男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

H30年度事業実績
事業費

H31年度 実施予定事業

母子保健
型利用者
支援事業

11,695千円

平成30年9月に子育て世代包括支援センターを開設し、親子健康手帳交付窓口を一本化した。
それにより、今まで、各支所における親子健康手帳の交付は専門職による相談を実施すること
ができなかったが、開設以降は、全届出に対して専門職による相談を実施している。

母子保健
型利用者
支援事業
6,769千円

所管課

―

まなび創造館

（千円）

予算(H31）

H31年度 実施予定事業 数値目標

数値目標

基
本
目
標

Ⅲ（Ⅱ）男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

②（⑤）男性の抱える課題・問題への対
応

―

H30実績

（
２

）
2

男性にとっての男女共同参画
男女共同
参画講座
開催事業：

4,842
男女共同参画

の視点

男性が家事・育児・介護に参画しやす
い環境づくりに努め、市民の意識啓発
を促します。

決算（H30見込） ―

男女共同
参画講座
開催事業：

1,981

H31目標（実績） H30

― Ｂ

目標値（H33） H31

― Ｂ

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

3 子どもにとっての男女共同参画

生と性育み
推進：３８９

重点目標 数値目標 所管課

未実施校2校に対して、男女がそれぞれ
の性の特徴を学び、互いに相手の人格
を尊重し、理解しあって生きる「性に関
する指導」を実施できるよう調整を図る。

◆生と性のカリキュラム推進
・小学校性教育実施数：16校
・中学校性教育実施数：7校
・高校生性教育実施数：4校

市内の高校全校（5校）に、男女がそれぞれ
の性の特徴を学び、互いに相手の人格を尊
重し、理解しあって生きる「性に関する指導」
の充実及び定着を図ります。

生と性のカリ
キュラムの実施
（小学校・中学

校+高校） 保健センター

（千円）

予算(H31）

市内の高校全校（5校）に対して、男女がそれ
ぞれの性の特徴を学び、互いに相手の人格を
尊重し、理解しあって生きる「性に関する指導」
の充実と定着を図るために全5校と協議を行う。

基準値（H25）

具
体
的
施
策

①さまざまな教育の場における
男女平等の促進

H30年度 重点目標取組内容実績 25（校）

男女がそれぞれの性の特徴を学び、互
いに相手の人格を尊重し、理解し合って
生きる「性に関する指導」の充実を図り
ました。

H30実績 男女共同参画
の視点

男女がそれぞれの性の特徴を学び、互
いに相手の人格を尊重し、理解しあっ
て生きる態度を育てる「性に関する指
導」の充実を図ります。
子育てへの関心や将来、親となる者と
しての意識の醸成を図ります。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 27(校)

中学校での実施については、8校から7校に減少した
が、担任・養護教諭による実施はされている。高校に
おいては3校から４校に増え実施ができ、１校の未実
施校には働きかけたをが実施に至らなかった。３１年
度も引き続き働きかけを行い、５校での実施を目指
す。

生と性育み
推進：296

各校の現状や要望に合わせて、男女がそ
れぞれの性の特徴を学び、互いに相手の
人格を尊重し、将来、親となるものとしての
心の醸成を図ります。

H31目標（実績） H30

29(校） A

目標値（H33） H31

30（校） A

H30年度事業実績

◆男性向けに、家庭生活への参画を促すために、料理講座をはじめ、親子で取り組む講座を
開催した。
○男性支援講座
・男の魅力アップ講座（清掃編）（1回　18人受講）（片づけ編）（1回　13人受講）（洗濯編）（1回
14人受講）
・父と子で楽しむ料理講座（前期）（3回　8組受講）（後期）（3回　8組受講）
・割烹料理人が教える!!男の和食講座（5回　20人受講）

◆引き続き、父子及び男性を対象とした料
理及び男性を対象とした家事支援講座を開
催予定。
◆男性支援講座
・父と子でチャレンジ☆料理＆おたのしみ講
座①②
男を磨く！ファッション＆コミュニケーション
講座（秋・冬編）（春・夏編）
簡単！時短！な料理に挑戦☆気軽に男性
クッキング
◆親子手帳

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆女性と男性の意識の改革を促すためには、継続的な取組みが必要と考えるため、引き続き
対象を絞り、講座を実施する。
◆広報やチラシによる募集だけでなく、ホームページやフェイスブックなど、ＳＮＳを有効活用す
る。
◆様々な世代の人が申し込みやすいように、往復はがきによる申し込みだけでなく、ホーム
ページの申し込みフォーム、メール、ファックスでの申し込みも実施する。

H31年度 重点目標取組内容
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・平成２６年度に作成した「生と性のカリキュラム－改
訂版－に基づく授業実践を実施した。

・小中学校全校(小１～中３)において、生と性のカリ
キュラムにより各学年２時間計画されている。完全実
施した学校は小学校9校、中学校4校。中学校３校が１
時間実施、小学校７校、中学校１校が特定学年のみ

完全実施した。

所管課

―

こども政策課

（千円）

予算(H31）

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

①さまざまな教育の場における
男女平等の促進

―

H30実績

H31年度 実施予定事業 数値目標

3 子どもにとっての男女共同参画

0

男女共同参画
の視点

男女がそれぞれの性の特徴を学び、互
いに相手の人格を尊重し、理解しあっ
て生きる態度を育てる「性に関する指
導」の充実を図ります。
子育てへの関心や将来、親となる者と
しての意識の醸成を図ります。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― 該当なし

目標値（H33） H31

― 該当なし

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

数値目標 所管課

前年度の検討内容に基づき、「生と性の
カリキュラム－改訂版－」に基づいた授
業実践を推進する。

生と性のカリキュラム（２時間）の完全実施。
生と性のカリ
キュラム（2時

間）の完全実施
校数 学校教育課

基準値（H27）

具
体
的
施
策

①さまざまな教育の場における
男女平等の促進

H30年度 重点目標取組内容実績 15（校）

命を尊び、自他ともに認めあう人間形成
のため、生と性のカリキュラムを小中学
校において実施した。

H30実績

0

「生と性のカリキュラム－改訂版－」に基づ
く授業実践を推進する。

H31目標（実績）

・生と性のカリキュラムは、小中学校全校全学年で２
時間計画されており、完全実施に向け取り組んでい
る。全児童生徒に指導できるよう工夫もされている。
平成３１年度も完全実施に向けた取組を進めるが、平
成３２年度に、学習指導要領が改訂され、新たな教育
的課題への取り組みが求められるとともに、授業時数
(コマ数)の不足も懸念されているため、現在の完全実
施校においても、検討が必要となる。

3 子どもにとっての男女共同参画

0

男女共同参画
の視点

男女がそれぞれの性の特徴を学び、互
いに相手の人格を尊重し、理解しあっ
て生きる態度を育てる「性に関する指
導」の充実を図ります。
子育てへの関心や将来、親となる者と
しての意識の醸成を図ります。

H30年度実績評価・31年度の課題等

決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 20（校）

H30

20（校） Ａ

目標値（H33） H31

25（校） Ａ

基
本
目
標

Ⅲ男女共同参画社会の形成に向けた
意識改革・教育の推進

実
績

事業費

施策の方向

3 子どもにとっての男女共同参画

0

具
体
的
施
策

②学校教育の場からの
キャリア教育の推進

数値目標 所管課

職業体験実習
の実施（中学

校）
学校教育課

（千円）

予算(H31）

基準値（H25）

9（校）

H30実績

◆キャリア教育の中で、中学2年生のうち201人が幼稚園・保育園をはじめとした教育・学習支
援業の58事業所(延べ)で体験学習を実施した。

男女共同参画
の視点

子どもたちが社会の一員としての役割
を果たすとともに、それぞれの個性、持
ち味を最大限発揮しながら自立して生
きていくことができるよう、キャリア教育を
推進していきます。

決算（H30見込） 9（校）

0

H31目標（実績） H30

9（校） Ｂ

目標値（H33） H31

9（校） Ｂ

H30年度事業実績

該当なし 該当なし

H30年度実績評価・31年度の課題等

該当なし

H30年度事業実績 H31年度 実施予定事業

H31年度 重点目標取組内容

「生と性のカリキュラム－改訂版－」に基づく
授業実践を推進すると共に、一部のみ実施
校（５校見込み）において完全実施に向けた
課題を検証する。

重点目標

◆引き続き幼稚園・保育園での体験学習を
推進する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

中学校2年生が、民間事業所等において体験学習を行うことで、自己のキャリア等を考えるよい
機会となった。

（千円）

予算(H31）
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基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

1 安心して生活するための環境づくり

0

重点目標

自立支援協議会の相談支援事業所連絡会
において、相談業務における情報共有及び
課題の整理等を行い、相談支援の質の向
上を図り、適切なサービス提供に努める。

数値目標 所管課

自立支援協議会の相談支援事業所連
絡会において、相談業務における情報
共有及び課題の整理等を行い、相談支
援の質の向上を図り、適切なサービス提
供に努める。

（障がい者）
◆福祉ガイドブックを1400部作成し、関係者へ配布し
た。
◆事業所一覧を2000部作成し、関係者へ配布した。
◆相談支援員を市内一般相談支援事業所4法人(5事
業所)へ4人、3人、3人、2人の計12人配置した。

必要な方に適切な支援を提供する。

年間における
ひと月あたりの

平均 長寿・障がい福祉
課

（千円）

予算(H31）

H31年度 重点目標取組内容

基準値（H25）

具
体
的
施
策

①高齢者や障がい者の生活の安定・
自立のための支援

H30年度 重点目標取組内容実績
居宅介護236人、生活介護238

人、就労継続支援131人

相談支援事業所連絡会を４回行い、相
談業務における情報共有及び課題の整
理等を行った。そのうち３回は事例検討
会とし、相談における質の向上を図っ
た。また、相談業務を委託している事業
所による委託相談連絡会を１２回開催
し、地域課題などについての意見交換
を行った。

H30実績 男女共同参画
の視点

高齢者や障がい者が、介護保険制度
や支援費制度によるサービスを円滑に
利用できるような環境づくりに努め、高
齢者や障がい者の生活の自立を支援
します。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業
居宅介護312人、生活介護261

人、就労継続支援419人

引き続き相談支援事業所連絡会及び委託相談連絡
会により、情報共有や課題に取組むとともに相談の質
の向上に努める。
また、委託相談連絡会が相談分野以外の連絡会と連
携できるように努める。

0

引き続き相談支援事業所連絡会及び委託
相談連絡会により、情報共有や課題に取組
むとともに相談の質の向上に努める。

H31目標（実績） H30
居宅介護236人、生活介護272

人、就労継続支援365人 B・D・F

目標値（H32） H31
居宅介護242人、生活介護279

人、就労継続支援392人 B・D・F

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

1 安心して生活するための環境づくり 地域密着
型サ-ビス
施設整備
補助事業
等：96,900

重点目標 数値目標 所管課

・地域密着型サービスを運営する事業
者を公募する。・ケアプランをチェックす
るとともに、給付費通知を送付する。・第
７次高齢者保健福祉計画に基づき施策
を実施する。

◆地域密着型サービスを運営する事業者を公募し決
定した。(認知症対応型共同生活介護1箇所、看護小
規模多機能型居宅介護1箇所）
◆介護給付の適正化を図るために、ケアプランの
チェックを実施し、利用者に対して給付費通知を送付
した。（ケアプランチェック：85プラン　通知：14,112通）
◆介護保険サービス事業者連絡会の会員事業所が、
介護サービスの利用について市民向けに説明を行っ
た。

施設入所待機者の状況や保険料への影響
を勘案し、実情に応じた施設の整備を進め
る。

施設入所待機
者の状況や保
険料への影響
を勘案し、実情
に応じた施設

の整備を進める
介護保険課

（千円）

予算(H31）

H31年度 重点目標取組内容

・地域密着型サービスを運営する事業者を
公募し、補助金を交付する。

基準値（H29）

具
体
的
施
策

①高齢者や障がい者の生活の安定・
自立のための支援

H30年度 重点目標取組内容実績 0（施設）

◆地域密着型サービスを運営する事業
者を公募し決定した。
◆ケアプランをチェックし、給付費通知を
送付した。

H30実績 男女共同参画
の視点

高齢者や障がい者が、介護保険制度
や支援費制度によるサービスを円滑に
利用できるような環境づくりに努め、高
齢者や障がい者の生活の自立を支援
します。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 0（施設）

◆介護サービスを円滑に利用できるように事業を推
進するとともに、今後の高齢者保健、福祉、介護施策
の方向性を明らかにし、地域と共同して事業を円滑に
実施していくための指針である「第7次高齢者保健福
祉計画」を実施する。

高齢者福
祉施設整
備補助事
業等：0

◆地域密着型サービスを運営する事業者
の公募
◆ケアプランのチェックと給付費通知の送
付
◆第７次高齢者保健福祉計画の実施

H31目標（実績） H30

2（施設） Ｆ

目標値（H33） H31

2（施設） Ｆ

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

1 安心して生活するための環境づくり 3款3項3目
のうち

47,238(手
当支給事
業除く )

重点目標 数値目標 所管課

◆広報やホームページなどで周知を図
り、面接相談やＥメールによる相談体制
を維持するとともに、相談員のスキル向
上に努め、適切な相談ができるようにす
る。

◆ひとり親相談について、広報やホームページなどで
周知を図った。
ひとり親相談件数：延べ1,159件

ひとり親家庭の生活支援や就業に関する相
談窓口について、広報やホームページなど
で周知を図り、面接相談やＥメールによる相
談体制を確立する。

母子・父子相談
件数

こども政策課

（千円）

予算(H31）

基準値（H25）

具
体
的
施
策

②ひとり親家庭の生活の安定・
自立のための支援

H30年度 重点目標取組内容実績 1,007（件）

◆母子・父子相談窓口について、広報
やホームページなどで周知を図った。研
修などに積極的に参加し、スキルの向
上に努めた。

H30実績 男女共同参画
の視点

家庭児童相談、ひとり親家庭相談の充
実、就労支援等を通じ、ひとり親家庭の
自立を支援します。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 1,159（件）

◆平成30年度は、広報やホームページなどで周知を
図ったが、Ｅメールによる受付件数は1件であった。平
成31年以降は、子育てアプリでも周知を図っていく。

3款3項3目
のうち

25,554(手
当支給事
業除く )

◆引き続きひとり親家庭の安定した生活や
自立を支えるための支援を行う。また、ひと
り親家庭に関する情報をまとめたひとり親
家庭総合案内パンフレットを作成する。

H31目標（実績） H30

1,160（件） B・E

目標値（H33） H31

1,100（件） B・E

H31年度 重点目標取組内容

◆広報やホームページなどで周知を図り、
面接相談やＥメールによる相談体制を維持
するとともに、相談員のスキル向上に努め、
適切な相談ができるようにする。
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所管課

―

まなび創造館

（千円）

予算(H31）

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

②ひとり親家庭の生活の安定・
自立のための支援

―

H30実績

H31年度 実施予定事業 数値目標

1 安心して生活するための環境づくり
男女共同
参画講座
開催事業：

4,842
男女共同参画

の視点

家庭児童相談、ひとり親家庭相談の充
実、就労支援等を通じ、ひとり親家庭の
自立を支援します。

決算（H30見込） ―

男女共同
参画講座
開催事業：

1,981

H31目標（実績） H30

― C

目標値（H33） H31

― C

所管課

―

福祉総務課

基準値

―

（千円）

予算(H31）

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

具
体
的
施
策

③地域における各種生活支援の充実

少数であるが講座を通じてボランティア活動に参加する人を着実に増やすことができた。
今後も、地域福祉活動、ボランティア活動を行うきっかけとなる機会となり、ボランティア活動を
行う人を増やしていけるよう継続していく必要がある。

H30実績

H31年度 実施予定事業 数値目標

1 安心して生活するための環境づくり
ボランティ
ア活動等
助成事業
9,600千円

H30年度事業実績

◆ボランティア養成講座を開催することで、会員の増強を図った。
・手話ボランティア養成講座（昼の部：全12回、参加者3名、加入者3名）　（夜の部：全12回、参
加者9名、加入者0名）
・要約筆記ボランティア養成講座（全6回、開講中止）
・音訳ボランティア養成講座（全10回、参加者11名、加入者9名）
・点訳ボランティア養成講座（全10回・開講中止）
・災害ボランティアコーディネーター養成講座（全4回自主開講、参加者2名、加入者1名）
・障がい者ガイドボランティア養成講座（全2回、参加者23名、加入者8名）

◆引き続き会員の増強を目指し、養成講座
の開催とボランティア勉強会を開催し活動
の活性化を図る。

H30年度実績評価・31年度の課題等

男女共同参画
の視点

高齢者や障がい者等の日常的な生活
課題を、地域でサポートしようとする意
識づくりを進め、地域福祉の推進を図り
ます。

決算（H30見込） ―

ボランティ
ア活動等
助成事業
9,000千円

H31目標（実績） H30

― B

目標値（H33） H31

― B

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

1 安心して生活するための環境づくり

0

重点目標 数値目標 所管課

自立支援協議会の相談支援事業所連
絡会において、相談業務における情報
共有及び課題の整理等を行い、相談支
援の質の向上を図り、適切なサービス提
供に努める。

（障がい者）
◆福祉ガイドブックを1400部作成し、関係者へ配布し
た。
◆事業所一覧を2000部作成し、関係者へ配布した。
◆相談支援員を市内一般相談支援事業所4法人(5事
業所)へ4人、3人、3人、2人の計12人配置した。

必要な方に適切な支援を提供する。

年間における
ひと月あたりの

平均 長寿・障がい福祉
課

（千円）

予算(H31）

H31年度 重点目標取組内容

自立支援協議会の相談支援事業所連絡会
において、相談業務における情報共有及び
課題の整理等を行い、相談支援の質の向
上を図り、適切なサービス提供に努める。

基準値（H25）

男女共同参画
の視点居宅介護312人、生活介護261

人、就労継続支援419人

具
体
的
施
策

③地域における各種生活支援の充実
H30年度 重点目標取組内容実績

居宅介護236人、生活介護238

人、就労継続支援131人

相談支援事業所連絡会を４回行い、相
談業務における情報共有及び課題の整
理等を行った。そのうち３回は事例検討
会とし、相談における質の向上を図っ
た。また、相談業務を委託している事業
所による委託相談連絡会を１２回開催
し、地域課題などについての意見交換
を行った。

H30実績

高齢者や障がい者等の日常的な生活
課題を、地域でサポートしようとする意
識づくりを進め、地域福祉の推進を図り
ます。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業

引き続き相談支援事業所連絡会及び委託相談連絡
会により、情報共有や課題に取組むとともに相談の質
の向上に努める。
また、委託相談連絡会が相談分野以外の連絡会と連
携できるように努める。

0

引き続き相談支援事業所連絡会及び委託
相談連絡会により、情報共有や課題に取組
むとともに相談の質の向上に努める。

H31目標（実績） H30
居宅介護236人、生活介護272

人、就労継続支援365人 B・D・F

目標値（H32） H31
居宅介護242人、生活介護279

人、就労継続支援392人 B・D・F

H30年度事業実績

◆ひとり親家庭の自立支援や出産や育児を期に離職した女性に対する再就職支援のための
講座を開催した。
○就労支援講座
人生を変える仕事　～整理収納アドバイザーになるために～【全3回　44人受講】
女性のための就労支援パソコン講座（初級）【全3回　15人受講】
女性のための就労支援パソコン講座（中級）【全3回　12人受講】
◆女性の再就職支援のため、ママ・ジョブ・あいちの出張相談を就労支援講座の折、開催した。
　全2回（1人50分6枠内8人利用）

◆引き続き、経済的に困難な状況にある女
性を対象とした講座を開催し、自立のため
の手段となる機会を提供する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆受講者数やアンケート結果により例年開催の講座の必要性を検討し、ニーズにあわせた講
座開催計画をたてることとする。
◆広報やチラシによる募集だけでなく、ホームページやフェイスブックなど、ＳＮＳを有効活用す
る。
◆様々な世代の人が申し込みやすいように、往復はがきによる申し込みだけでなく、ホーム
ページの申し込みフォーム、メール、ファックスでの申し込みも実施する。
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平成30年度第3次小牧市男女共同参画基本計画（ハーモニーⅢ）推進状況報告 資料１（2019/6/3作成）

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

1 安心して生活するための環境づくり
多文化共
生推進事

業
20,992

重点目標 数値目標 所管課

前年度に引き続き、問題の解決に向け
た取り組みを進める。
各課で在籍している外国人相談員や通
訳に、必要な情報を適宜提供し、情報
共有体制を強化する。

ごみ分別アプリや災害時防災情報メール配信サービ
スの多言語化を、市ホームページや外国語版生活情
報誌にてＰＲしたほか、119番通報の多言語化や、災
害・避難に関する情報のやさしい日本語版チラシを大
学等と連携して作成するなど、外国人市民の生活に
おける不安を解消する取り組みを進めた。

多文化共生実現のための課題解決に取り
組み、外国人市民の生活における不安を解
消するよう働きかける。

H29年度以降
に検討した課

題を解決した数 シティプロモーショ
ン課

（千円）

予算(H31）

H31年度 重点目標取組内容

前年度に引き続き、問題の解決に向けた取り組み
を進める。
各課で在籍している外国人相談員や通訳に、必
要な情報を適宜提供し、情報共有体制を強化す
る。

基準値（H29）

具
体
的
施
策

④外国人女性やその家族が
安心して生活できる環境づくり

H30年度 重点目標取組内容実績 0（件）

庁内や県内市町村等と連携した中で、
様々な課題が浮き彫りになっているが、
その中で特に日本語コミュニケーション
や災害時に関するニーズが依然として
高いことがわかった。

H30実績 男女共同参画
の視点

外国人の方は、言葉の違いや文化・価
値観の違い、地域における孤立等によ
り、日本人よりも困難な状況に置かれて
いる可能性があります。男女共同参画
の観点からも、外国人の方を対象とした
支援を進めていきます。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 3（件）

浮き彫りとなった課題の解決に向け、様々な取り組み
を実施した。しかし、全ての課題を解決できるまでに
は至っていない。

多文化共
生推進事

業
11,322

多文化共生推進プランの改定を行う。
H30年度に始めた災害時外国人支援ボラン
ティアの養成及び育成を行うため、昨年度
に引き続き養成講座を実施するほか、今年
度はフォローアップ研修を実施する。

H31目標（実績） H30

1（件） Ｂ

目標値（H33） H31

1（件） Ｂ

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策
人権擁護

事業
455

数値目標 所管課

・小学校は従来どおり各年度２校、中学
校は２９年度の検討に基づき、１校ずつ
人権教室を実施し、人権についての正
しい認識を持ち、人権意識の高揚を図
る。

◆11月18日（日）いきいきこまきの会場で人権擁護委
員のブースを設け、人権意識の啓発を図った。
◆12月の人権週間に合わせて12月3日（月）～10日
（月）、まなび創造館で人権啓発パネル展示を行い、
広く人権問題の啓発を行った。

現在小学校２年生を対象に実施している
「人権教室」を中学校でも実施する。

人権教室の実
施校数

市民安全課

（千円）

予算(H31）

基準値

具
体
的
施
策

①人権教育・啓発の充実
H30年度 重点目標取組内容実績 小学校2校

・小学校２校、中学校１校で人権教室を
実施し、人権についての正しい認識を
持ち、人権意識の高揚を図った。

H30実績 男女共同参画
の視点

女性をはじめ、子ども、高齢者、障がい
者、外国人等のさまざまな人権問題へ
の正しい認識を育む啓発を行います。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込） H31年度 実施予定事業 小学校2校

◆小学校の人権教室が定着したため、平成30年度か
ら中学校での人権教室を実施した。内容については
年齢・時代に応じたもので実施できるようにする。ま
た、幼稚園での人権教室を実施した。平成31年度か
ら２園ずつ実施する計画。

人権擁護
事業
501

小学校２校（三ツ渕小・村中小）で人権教室
を実施する。
中学校１校（味岡中）で人権教室を実施す
る。
保育園２園で人権教室を実施する。

H31目標（実績） H30

小学校2校 F

目標値（H33） H31

― F

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

0

具
体
的
施
策

①人権教育・啓発の充実

数値目標 所管課

―

学校教育課

（千円）

予算(H31）

基準値

―

H30実績

◆人権週間に、全小中学校で一斉に人権に関する授業、集会、講話等を行った。
・授業（道徳25校、社会9校、国語3校、学級活動1校、総合3校）、講話25校、集会5校

男女共同参画
の視点

女性をはじめ、子ども、高齢者、障がい
者、外国人等のさまざまな人権問題へ
の正しい認識を育む啓発を行います。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― Ｂ

目標値（H33） H31

― Ｂ

H30年度事業実績 H31年度 実施予定事業

H31年度 重点目標取組内容

・小学校２校、中学校１校で人権教室を実施
し、人権についての正しい認識を持ち、人
権意識の高揚を図る。

重点目標

◆前年度と同様に実施していく。

H30年度実績評価・31年度の課題等

人権週間に、全小中学校で人権に関する授業等を実施し、人権問題への正しい認識を育む取
組みを実施した。
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所管課

―

まなび創造館

（千円）

予算(H31）

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

①人権教育・啓発の充実
―

H30実績

H31年度 実施予定事業 数値目標

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策
男女共同参
画推進事業：

9,634
男女共同参
画講座開催
事業：4,842

H30年度事業実績

男女共同参画
の視点

女性をはじめ、子ども、高齢者、障がい
者、外国人等のさまざまな人権問題へ
の正しい認識を育む啓発を行います。

決算（H30見込） ―

男女共同参
画推進事業：

7,412
男女共同参
画講座開催
事業：1,981

H31目標（実績） H30

― A

目標値（H33） H31

― A

所管課

―

まなび創造館

基準値

―

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

具
体
的
施
策

②メディア・リテラシー（メディアの情報
を

主体的に読み解く力）の向上 H30実績

H31年度 実施予定事業 数値目標

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策 男女共同
参画講座
開催事業：

4,842

（千円）

予算(H31）

男女共同参画
の視点

情報のもたらす影響力の大きさを知り、
メディアの情報を客観的に評価・分析
する力を養うための啓発活動を行うとと
もに、教育・学習機会を充実させます。

決算（H30見込） ―

男女共同
参画講座
開催事業：

1,981

H31目標（実績） H30

― B

目標値（H33） H31

― Ｂ

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

所管課

ドメスティック・バイオレンス（DV）、ストー
カー行為等に係る悩みごとの相談を福
祉総務課窓口にて受け付け、相談の内
容に応じて警察署、女性相談所等の連
携を取り、新しい居住地の確保や加害
者からの隔離、生活に必要な金銭の扶
助等を実施する。

◆福祉総務課の窓口にて相談を受け付け、警察署、
子ども政策課、女性相談所と連携し、保護を実施し
た。
・DV対象住宅等借上数　１件

ＤＶ等の被害者が安定した生活を送れるよう
必要な保護を実施する。

数値目標設定なし
・相談体制の充実、
ネットワークの構築
という具体的施策
に対し、数値での
目標を立てることは
そぐわないと判断
するため。
・相談件数や対応
件数は少ないほど
人権が侵害されて
いないと考えること
もできるが、対応を
することで件数を減
少させることには繋
がらず、目標として
はそぐわないと判
断するため。

福祉総務課

（千円）

予算(H31）

数値目標

男女共同参画
の視点具

体
的
施
策

③男女間における暴力の根絶
H30年度 重点目標取組内容実績

平成３０年度中に、悩み事の相談を７件
受け付け、内４件については生活保護
制度にて必要な扶助を実施した。

重点目標

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策 社会福祉
総務一般
事業：200

千円

ドメスティック・バイオレンス（DV）、ス
トーカー行為等さまざまな人権問題に
関する悩み事相談の体制の充実を図り
ます。
男女をとりまくさまざまな悩みごとを救済
するため、関係機関によるネットワーク
を構築します。

H30年度実績評価・31年度の課題等 H31年度 実施予定事業

◆平成30年度は多くの関連部署、関係団体と連携の
上、必要な保護の適切な実施をすることができた。平
成31年度も引き続き円滑で迅速な連携ができる体制
を図っていく。

社会福祉
総務一般
事業：11千

円

引き続き、福祉総務課の窓口にて相談を受
け、関連部署と連携し、必要な保護を実施
する。

H30

C

H31

C

◆男女共同参画講座において、人権や男女共同参画に関する学習する機会を設けた。
○男女共同参画講座
・アサーティブ・トレーニング講座（2回　26人受講）　・「女らしく」「男らしく」ではなく、「自分らしく」暮らす（5回　18人受
講）　・より良い人間関係を築く傾聴講座（2回　26人受講）　・人生・運命に立ち向かう女性たち（5回　24人受講）
○男女共同参画週間名画鑑賞会（午前193人・午後138人参加）
○国際女性デー名画鑑賞会（午前214人・午後146人参加）
◆市が推進する施策を紹介し、市民に対して意識の高揚を促すことを目的とし、パネル展を開催した。
・男女共同参画週間パネル展（6月）・男女共同参画月間パネル展（10月）・ＤＶ防止週間パネル展（11月）
◆男女共同参画情報誌「かすたねっと」（全戸配布・広報こまき9月15日号、2月15日号　市内施設配布　各1,000部）
・第51号　 LGBTについて紹介・第52号　 男女共同参画普及員の活動について紹介、LGBTについて考えてみる。

◆男女共同参画講座や情報事業におい
て、人権や男女共同参画に関する学習する
機会を設ける。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆受講者数やアンケート結果により例年開催の講座の必要性を検討し、ニーズにあわせた講
座開催計画をたてることとする。
◆広報やチラシによる募集だけでなく、ホームページやフェイスブックなど、ＳＮＳを有効活用す
る。
◆様々な世代の人が申し込みやすいように、往復はがきによる申し込みだけでなく、ホーム
ページの申し込みフォーム、メール、ファックスでの申し込みも実施する。

H30年度事業実績

◆人権のみならず社会情勢に関する講座を開催し、情報を評価・分析する能力を向上する機
会を設けた。
○男女共同参画講座
・時事問題を知るための講座①（5回　52人受講）
・時事問題を知るための講座②（5回　46人受講）

◆引き続き、男女共同参画講座において、
情報の評価・分析をする能力の向上につな
がる学習をする機会を設ける。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆受講者数やアンケート結果により例年開催の講座の必要性を検討し、ニーズにあわせた講
座開催計画をたてることとする。
◆広報やチラシによる募集だけでなく、ホームページやフェイスブックなど、ＳＮＳを有効活用す
る。
◆様々な世代の人が申し込みやすいように、往復はがきによる申し込みだけでなく、ホーム
ページの申し込みフォーム、メール、ファックスでの申し込みも実施する。

H31年度 重点目標取組内容
ドメスティック・バイオレンス（DV）、ストーカー行為等に係る
悩みごとの相談を福祉総務課窓口にて受け付け、相談の
内容に応じて警察署、女性相談所等の連携を取り、新しい
居住地の確保や加害者からの隔離、生活に必要な金銭の
扶助等を実施する。

決算（H30見込）
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基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費
H31年度 実施予定事業 数値目標

施策の方向 （千円）

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

所管課

女性相談を
知っている女性

の割合
まなび創造館

基準値（H25）

52.1（%）

具
体
的
施
策

③男女間における暴力の根絶
H29実績 男女共同参画

の視点ドメスティック・バイオレンス（DV）、ス
トーカー行為等さまざまな人権問題に
関する悩み事相談の体制の充実を図り
ます。
男女をとりまくさまざまな悩みごとを救済
するため、関係機関によるネットワーク
を構築します。

決算（H30見込） 49.0（%）

男女共同
参画推進

事業：7,412

H31目標（実績） H30

50.0（%） E

目標値（H33） H31

60.0（%） E

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

ｈ

数値目標 所管課

女性相談でDV
相談が受けら
れると知ってい
る女性の割合 まなび創造館

施策の方向

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策
基準値（H25）

具
体
的
施
策

③男女間における暴力の根絶
69.7（%）

H29実績

ドメスティック・バイオレンス（DV）、ス
トーカー行為等さまざまな人権問題に
関する悩み事相談の体制の充実を図り
ます。
男女をとりまくさまざまな悩みごとを救済
するため、関係機関によるネットワーク
を構築します。

74.4（%）

H31目標（実績）

75.0（%）

目標値（H33）

77.0（%）

所管課

―

市民安全課

数値目標

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

④セクシュアル・ハラスメントや
性犯罪・ストーカー行為の防止

―

H30実績

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策
人権擁護

事業
455

予算(H31）

男女共同参画
の視点

セクシュアル・ハラスメント、ドメスティッ
ク・バイオレンス（DV)、ストーカー行為、
児童虐待等、さまざまな人権問題に関
する情報提供や関係法令の周知等に
より、問題の防止に努めます。

決算（H30見込） ―

人権擁護
事業
501

H31目標（実績） H30

― F

目標値（H33） H31

― F

H30年度事業実績

◆女性のための悩みごと相談窓口において女性相談員を配置し、相談者にとって相談しやすい環境を整え
た。
・まなび女性相談　Ｈ30件数：436件（面接143件、電話293件） 〔内DV相談21件（面接13件、電話８件）〕
・女性電話相談　H30件数：540件〔内DV専用相談入電100件〕
◆市内各施設に相談カードの設置を依頼し、周知を図った。
◆ＦＢに新着情報として相談日を掲載し、周知を図った。
◆DV被害者に直接又は間接に関わる課等と連携を図るため、小牧市DV対策連絡会議を設置し、情報の共
有を図った。
◆女性相談の窓口を知っている女性の割合　H28　48.4％、H29　49.0％
◆女性相談でＤＶ相談が受けられると知っている女性の割合　H28　78.6％、H29　74.4％

◆引き続き、相談窓口を開設する。
◆引き続き、相談窓口についての周知を図
るため、より多くの市内の施設等に相談窓
口の案内を設置してもらうよう働きかける。
◆引き続き、DV対策連絡会議を開催し、関
係各課と情報交換を行うことで、相談者の
支援に努める。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆デートDV手帳を作成し、市内高校1年生1,071人に配布した。女性相談カードを市内各施設
の女性トイレなどに設置した。
◆内容を見直し、配布方法を検討する。

予算(H31）

男女共同
参画推進

事業：9,634

H30年度事業実績

◆11月18日（日）いきいきこまきの会場で人権擁護委員のブースを設け、人権意識の啓発を
図った。
◆12月の人権週間に合わせて12月3日（月）～10日（月）、まなび創造館で人権啓発パネル展
示を行い、広く人権問題の啓発を行った。

小学校２校（三ツ渕小・村中小）で人権教室
を実施する。
中学校１校（味岡中）で人権教室を実施す
る。
保育園２園で人権教室を実施する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆小学校の人権教室が定着したため、平成30年度から中学校での人権教室を実施した。内容
については年齢・時代に応じたもので実施できるようにする。また、幼稚園での人権教室を実施
した。平成31年度から２園ずつ実施する計画。

（千円）

H31年度 実施予定事業

ｋ
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所管課

―

福祉総務課

基準値

―

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

具
体
的
施
策

④セクシュアル・ハラスメントや
性犯罪・ストーカー行為の防止 H30実績

H31年度 実施予定事業 数値目標

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

0

（千円）

予算(H31）

男女共同参画
の視点

セクシュアル・ハラスメント、ドメスティッ
ク・バイオレンス（DV)、ストーカー行為、
児童虐待等、さまざまな人権問題に関
する情報提供や関係法令の周知等に
より、問題の防止に努めます。

決算（H30見込） ―

0

H31目標（実績） H30

― C

目標値（H33） H31

― Ｃ

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策

数値目標 所管課

―

こども政策課

（千円）

予算(H31）

基準値家庭児童
相談事業

6,436

H31年度 実施予定事業

具
体
的
施
策

④セクシュアル・ハラスメントや
性犯罪・ストーカー行為の防止

―

H30実績

◆児童に関わる機関により構成する要保護児童対策地域協議会を設置しており、年１回の代
表者会議、毎月１回の実務者会議を開催し、要保護児童等についての情報共有を図った。

男女共同参画
の視点

セクシュアル・ハラスメント、ドメスティッ
ク・バイオレンス（DV)、ストーカー行為、
児童虐待等、さまざまな人権問題に関
する情報提供や関係法令の周知等に
より、問題の防止に努めます。

決算（H30見込） ―

家庭児童
相談事業

5,975

H31目標（実績） H30

― Ｆ

目標値（H33） H31

― Ｆ

所管課

―

まなび創造館

（千円）

予算(H31）

H31年度 実施予定事業 数値目標

◆代表者会議：7月頃開催予定。
◆実務者会議：毎月最終週の木曜日に開
催予定。

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

④セクシュアル・ハラスメントや
性犯罪・ストーカー行為の防止

―

H30実績

2
人権についての正しい認識と

人権侵害への予防・対策
男女共同
参画推進

事業：9,634

男女共同参画
の視点

セクシュアル・ハラスメント、ドメスティッ
ク・バイオレンス（DV)、ストーカー行為、
児童虐待等、さまざまな人権問題に関
する情報提供や関係法令の周知等に
より、問題の防止に努めます。

決算（H30見込） ―

男女共同
参画推進

事業：7,412

H31目標（実績） H30

― A

目標値（H33） H31

― A

H30年度事業実績

H30年度事業実績

◆「女性に対する暴力をなくす運動」期間にちなみ、パネル展を開催することで、ＤＶに関する知
識を深めるとともに、周知活動及び情報提供を行った。（11月）
◆「女性に対する暴力をなくす運動」キャラクターのパープルリボン着用の取組に参加し、いき
いきこまきにおいて市マスコットキャラクターこまき山によるＰＲ及びセンターモール設置の小牧
山パネルにおいてパープルリボンの周知を行った。
◆デートＤＶ手帳（A4折りたたみ）を作成し、市内高校1年生1,071人に配布した。
◆女性相談カードを市内各施設の女性トイレなどに設置した。
◆市が推進する施策を紹介し、市民に対して意識の高揚を促すことを目的とし、パネル展を開
催した。
・ＤＶ防止週間パネル展（11月）

◆引き続き、相談窓口を開設する。
◆引き続き、相談窓口についての周知を図
るため、より多くの市内の施設等に相談窓
口の案内を設置してもらうよう働きかける。
◆引き続き、DV対策連絡会議を開催し、関
係各課と情報交換を行うことで、相談者の
支援に努める。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆デートDV手帳を作成し、市内高校1年生1,071人に配布した。女性相談カードを市内各施設
の女性トイレなどに設置した。
◆内容を見直し、配布方法を検討する。

◆福祉総務課の窓口にて相談を受け付け、警察署、子ども政策課、女性相談所と連携し、保護
を実施した。
・DV対象住宅等借上数　１件

引き続き、福祉総務課の窓口にて相談を受
け、関連部署と連携し、必要な保護を実施
する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆平成30年度は多くの関連部署、関係団体と連携の上、必要な保護の適切な実施をすること
ができた。平成31年度も引き続き円滑で迅速な連携ができる体制を図っていく。

H30年度事業実績

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆代表者会議：1月に開催。　　◆実務者会議：毎月開催。
H31年度も引き続き開催するよう努める。
＜H30年度実績＞家庭児童相談件数：141件（実数）
実務者会議におけるケース件数：414件（実数）
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所管課

子宮がん検診
（集団・個別）受

診率
保健センター

（千円）

予算(H31）

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

基準値（H25）

具
体
的
施
策

①年齢に伴い変化する生活環境・
身体状況に応じた健康づくりのための

支援

8.6（%）

H30実績

H31年度 実施予定事業 数値目標

3 生涯を通じた健康づくりのための支援
成人保健
健康診査

事業：
267,297

男女共同参画
の視点

健康相談・健康教育等を行うことで、市
民の主体的な健康づくりを支援し、健
康寿命の延伸を図ります。
生涯を通じて心身ともに健康で過ごす
ための学習や活動の機会の拡充に努
めます。

決算（H30見込） 3.6(%)

成人保健
健康診査

事
業:258,631

H31目標（実績） H30

3.9(%) C

目標値（H33） H31

13.0（%） C

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

3 生涯を通じた健康づくりのための支援
成人保健
健康診査

事業：
267,297

数値目標 所管課

乳がん検診（集
団）受診率

保健センター

（千円）

予算(H31）

基準値（H25）

具
体
的
施
策

①年齢に伴い変化する生活環境・
身体状況に応じた健康づくりのための

支援

10.3（%）

H30実績

◆乳がん検診(マンモグラフィ)
対象者　44,449人(平成30年4月1日時点の人口）
（厚生労働省の指示により、平成28年度分から40歳以上の女性の人口が分母に変更となりま
した。）

受診者　集団　1,040人
　　　　　 個別　1,003人　　合計2,043人

男女共同参画
の視点

健康相談・健康教育等を行うことで、市
民の主体的な健康づくりを支援し、健
康寿命の延伸を図ります。
生涯を通じて心身ともに健康で過ごす
ための学習や活動の機会の拡充に努
めます。

決算（H30見込） 4.6(%)

成人保健
健康診査

事
業:258,631

H31目標（実績） H30

5.0(%) C

目標値（H33） H31

15.0（%） C

所管課

―

まなび創造館

（千円）

予算(H31）

H31年度 実施予定事業 数値目標

実施期間
個別検診：平成31年6月3日～平成32年3月
31日
実施回数
集団検診：12回/年(うち、休日実施2回)

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

基準値

具
体
的
施
策

①年齢に伴い変化する生活環境・
身体状況に応じた健康づくりのための

支援

―

H30実績

3 生涯を通じた健康づくりのための支援
スポ-ツセ
ンタ-運営

事業：
63,060

男女共同参画
の視点

健康相談・健康教育等を行うことで、市
民の主体的な健康づくりを支援し、健
康寿命の延伸を図ります。
生涯を通じて心身ともに健康で過ごす
ための学習や活動の機会の拡充に努
めます。

決算（H30見込） ―

スポ-ツセ
ンタ-運営

事業：
61,429

H31目標（実績） H30

― B

目標値（H33） H31

― B

H30年度事業実績

◆市民が運動を始めるきっかけ作りとして、スポーツ教室や健康セミナー等を実施した。
・デーテニス（延べ772回　延べ7,146人受講）
・親子対象（66回　144組受講）
・子連れ対象（18回　47人受講）
・こども対象（30回　95人受講）
・一般対象（36回　111人受講）

◆引き続き、ニーズに合わせたスポーツ教
室等を実施し、運動する機会の充実を目指
す。
◆親子対象としながら、平日開催の場合、
母親の参加となる。父親の参加を見込むた
め、土日開催を検討する。
◆受講者等に男女共同参画講座等のチラ
シを配布し周知を図る。

H30年度実績評価・31年度の課題等

◆応募組数に定員が満たなかった期があり、申込方法に工夫が必要である。
◆申込方法を往復はがきだけではなく、ファックスやメールでの申し込みも可能とし、受講者の利便性を図
る。
◆教室の内容が分かりにくい教室名は分かりやすくする。
◆対象を親子としながらも平日開催で母親の参加になっているため、父親も参加できるよう、来年は土日にも
開催する。

H30年度実績評価・31年度の課題等

平成30年度の受診者数は、前年度に比べて減少しました。減少原因を分析し平成31年度は受
診者数を増やすため、各がん検診を併せて実施する健診DAY等を実施するなど受診しやすい
環境づくりや、受診を促がすPRを積極的に実施していきます。

H30年度事業実績

◆子宮がん検診
対象者　61,242人(平成30年4月1日時点の人口）
（厚生労働省の指示により、平成28年度分から20歳以上の女性の人口が分母に変更となりま
した。）

受診者　集団　297人
　　　　　 個別　1,911人　合計2,208人

実施期間
個別検診：平成31年6月3日～平成32年3月
31日
実施回数
集団検診：4回/年(うち、休日実施2回)

H30年度実績評価・31年度の課題等

平成30年度の受診者数は、前年度に比べて増加しました。平成31年度も受診者数を増やすべ
く、集団検診の実施回数を増やし、各がん検診を併せて実施する健診DAYを設けるなどの受診
しやすい環境づくりや受診を促がすPRを積極的に実施していきます。

H30年度事業実績 H31年度 実施予定事業
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基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

3 生涯を通じた健康づくりのための支援 生涯スポ-ツ推
進事業：340

スポ-ツ教室開
催事業：1,556
体育施設管理

委託事業：
11,010

重点目標 数値目標 所管課

各種スポーツ教室を開催します。 ◆各種スポーツ振興事業及びスポーツ教室等の実施
・親子ふれあい体操教室　【男女の内訳　女：160人】
（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ期 各8回 160組受講）
・小牧市シルバースポーツ大学　【男女の内訳　男：15人、女：25
人】（19回　40名受講）
・ノルディックウォーク講習会　【男女の内訳　男：14人、女：32人】
（2回　46名受講）
・アクアビクスを含む水泳教室　【男女の内訳　男：743人、女：
1,762人】
（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ期 計904回 2,505名受講）
・レクリエーションスポーツ普及・振興事業（体協事業）
（13校区　1,701人）

男女ともに参加できるスポーツ教室などを実
施することで、より多くの市民がスポーツに
親しめるようにする。 各教室の参加

人数

H31年度 実施予定事業

スポーツ推進課

（千円）

予算(H31）

H31年度 重点目標取組内容

各種スポーツ教室を開催します。 基準値（H29）

男女共同参画
の視点4,309人

1%増

具
体
的
施
策

①年齢に伴い変化する生活環境・
身体状況に応じた健康づくりのための

支援

H30年度 重点目標取組内容実績 4,184人

◆各種スポーツ教室を実施した。 H30実績

健康相談・健康教育等を行うことで、市
民の主体的な健康づくりを支援し、健
康寿命の延伸を図ります。
生涯を通じて心身ともに健康で過ごす
ための学習や活動の機会の拡充に努
めます。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（H30見込）

H31目標（実績） H30

4,225人 B・F

目標値（H33） H31

B・F

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

事業費

施策の方向

3 生涯を通じた健康づくりのための支援
母子保健：

１54
生と性育み
推進：479

数値目標 所管課

自分自身を好
きと言える市民

の割合
保健センター

（千円）

予算(H31）

基準値（H25）

◆母子保健推進協議会4回
◆自己肯定感獲得DVDを市HP上で動画配
信
◆自己肯定感を獲得するための出前講座
の周知
◆小牧市内の中学１年生と高校1年生に
「安心相談カード」配布
◆生と性に関するカリキュラムを実施(再掲)

H31目標（実績） H30

80.0（%）

具
体
的
施
策

②女性の身体への自己決定権の尊重
76.7（%）

H30実績

◆母子保健推進協議会4回
◆自己肯定感獲得DVDを市ホームページ上で動画配信
◆自己肯定感を獲得するための出前講座：2回
◆小牧市内の中学１年生と高校1年生に「安心相談カード」配布
◆生と性に関するカリキュラムを実施(再掲)

男女共同参画
の視点

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と
生殖に関する健康／権利）の理念につ
いて啓発し、周知を進めることで、妊娠
／出産等に関する女性の自己決定権
を尊重する意識の浸透を図ります。

決算（H30見込） 76.7（%）

母子保健：
１４７

生と性育み
推進：３３２

A

目標値（H33） H31

80.0（%） A

基
本
目
標

Ⅳ安心して暮らせる環境づくり

実
績

H30年度 重点目標取組内容 その他　H30年度事業実績
事業費

施策の方向

3 生涯を通じた健康づくりのための支援

―

重点目標

―

数値目標 所管課

１人30分という制約はあるが、女性の専
門職が傾聴し、適切な判断、アドバイス
を行う。

年間相談件数（来室者）：1件
電話相談：4件

―
―

市民病院

（千円）

予算(H30）

H31年度 重点目標取組内容

基準値

具
体
的
施
策

③性差医療（男女の性差を考慮した医
療）の充実

H30年度 重点目標取組内容実績 ―

女性の専門職が適切な対応を行った。 H30実績 男女共同参画
の視点

女性専用相談室において女性が相談
しやすい環境づくりに努めます。

H30年度実績評価・31年度の課題等 決算（見込） H31年度 実施予定事業 ―

平成30年度に患者支援センターを新設し、患者相談
の窓口を一元化に伴い女性専用相談室を廃止した。
患者支援センターには、多くの女性スタッフを配置し、
女性患者にも配慮した相談体制を確保している。

― ―

H31目標（実績） H30

― Ａ

目標値（H33） H31

― ―

引き続き生と性のカリキュラムを推進し、大人おいても自己肯定感を育めるよう出前講座など
の案内を図っていきます。

H30年度事業実績

H30年度実績評価・31年度の課題等

H31年度 実施予定事業

◆ライフスタイルや目的に合わせて、スポーツ教室や
講座の開催の充実を図る必要があります。
◆多様化するスポーツニーズに対応するため、指導
者の育成と受講希望者とのマッチングが必要です。

生涯スポ-ツ推
進事業：155

スポ-ツ教室開
催事業：1,310
体育施設管理

委託事業：
11,010

◆スポーツ振興事業及びスポーツ教室開
催事業を実施する。
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